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「成人おめでとう！」 
　赤磐市の成人が一堂に集まりました。 
　夢と希望そして可能性を抱き赤磐市内で頑張っている人、
県外に進学した人などそれぞれの現在の環境は十人十色。 
　近い将来赤磐市を背負って立つ人材になっていただけるこ
とを期待しています。（関連記事は６～７ページ） 
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　近い将来赤磐市を背負って立つ人材になっていただけるこ
とを期待しています。（関連記事は６～７ページ） 
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■地域に建つ施設という側面 
¡赤磐市の歴史・文化・風土への配慮 
¡赤磐市の中心ゾーンの景観および街並みへの配慮 

◆メンテナンスしやすく、長寿命の施設 
q長期間、使い続けることのできる施設 
w将来的な図書館機能の変化や資料内容の変化・発展
　に柔軟に対応できるよう、固定壁を最小限にし、書架
　や家具の設計・配置についても配慮する。 
e維持管理しやすい施設 
rランニングコストの軽減への配慮 

◆赤磐市の中央図書館として魅力に富んだ外部デザインと 
　豊かな外部空間を持つ施設 
q赤磐市の中核ゾーンのシンボルとなる魅力的な外部デザイン 
w緑や広場の配置など、敷地を十分活用して豊かな外部空間の形成 

◆環境に配慮した施設 
q省エネルギーの実現 
w太陽光など自然エネルギーの利用 

か
い  
か 

へ
い  

か 

※開架…閲覧者が直接に書架から
　　　　資料を取り出せる方式 
　閉架…閲覧者が資料を書架から
　　　　直接には取り出すことの
　　　　できない方式 

s
一
月
十
四
日
（
日
）
、周
匝
地

　
区
で
と
ん
ど
焼
き
が
行
わ
れ
、

　
地
元
の
皆
さ
ん
が
持
ち
寄
っ
た

　
お
飾
り
や
お
餅
な
ど
を
焼
き
、

　
厄
よ
け
を
祈
り
ま
し
た
。 

※ 

メ
ー 
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メ
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ト
ル 
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■重要な公共施設という側面 
¡社会性・景観性への配慮（周辺環境と調和した品格ある
　デザインの採用） 
¡安全性（耐震・耐火、その他防災性の確保、防犯性への配慮） 
¡環境保全性（長寿命・省エネ・省資源・周辺環境への配慮） 
¡機能性（ユニバーサルデザインで適切な室内環境の確保） 
¡経済性（高耐久性、メンテナンス性、設備機器や情報機器
　の更新に柔軟に対応できるフレキシビリティの確保と施
　設の効率的な維持管理など） 

■図書館機能を持つ 
　文化と情報の拠点となる施設という側面 
¡大量の資料の活発で有効な利用を可能とする機能性 
¡親しまれる温かさとくつろぎの雰囲気 
¡長時間の利用に配慮した快適さと安全度 
¡利用者に使いやすい施設づくり 
¡年月を経るにしたがって魅力を増す、図書館らしい文化性 

◆安全で快適な施設 
q転倒、転落、衝突などのおそれがないこと 
w地震などの災害に対して安全であること 
e室内環境（温度、湿度、空気の質、照明、採
　光、音など）が快適に保たれること 
r防犯への対策を行うこと 

¡低書架と天井高：６.０　の開放的な室内に、やわら
　かな自然採光が差込む空間づくり。 
¡書架間：２.５０　、通路巾：１.５０　の「ゆったりとし
　た開架スペース」で、本と出会う。 
¡水盤と緑に面した「静かな閲覧スペース」で、ゆっく
　りと読書を楽しむ。 
¡専門書籍に囲まれた「個室型閲覧席」で、集中した
　学習時間を過す。 

◆子どもにも大人にも親しまれ、活発に利用される施設 
q広々とした開架フロアに、大量の資料が分かりやすく、
　利用しやすく配置されること 
w配置が分かりやすく動線に配慮されること 
eさまざまな目的を持って来館する利用者に応じた、多
　様な場を用意する。 
r地域の人々の交流やサロンとしての利用への配慮 

◆ユニバーサルデザインを取り入れた、
　使いやすい施設 
qさまざまな障害を持った利用者が
　支障なく利用できる施設 
w配置、スペース、環境などに配慮し
　た使いやすい施設 

緑あるゆとりの空間で、本と人にふれあい、 
潤いの時間と出会う 

「ゆとりと潤いに出会う図書館」 

北側イメージパース 

図書館建設 特 集 

メー 
トル 

メー 
トル 

メー 
トル 



屋外テラス 

閲覧スペース 

新刊・情報 

閲
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ー
ス
 

歴史 

地域 

行政 

産業 

美術 

応接室 室 

開架（一般） 

検索コーナー 

サービスカウンター 

青少年 
コーナー 

対面 
朗読室 

物入 

印刷室  

青少年 

レファレンスコーナー 

非常避難口 

コピー台 

新聞・雑誌 

湯
沸
室
２
 

タ室 

作業室 

事務室 

準開架書庫 

学習・閲覧 
スペース 

小会議室 

ＥＶ 
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個室型閲覧席  

閲覧席  

児童開架壁面  

明
日
は
、新
し
い
図
書
館
へ
行
こ
う 

本
を
読
ん
で
過
ご
す
の
は
も
ち
ろ
ん 

新
し
い
気
分
に
な
る
の
も
い
い 

歴
史
に
出
会
う
の
も
い
い 

心
の
ん
び
り 

Ｃ
Ｄ
を
聴
い
て
み
る
の
も
い
い 

そ
の
あ
い
ま
に
友
だ
ち
と
も
語
ろ
う 

（
写
真
は
す
べ
て
イ
メ
ー
ジ
で
す
） 

■準開架・閉架書庫 
やや古い本や新聞・雑誌のバッ
クナンバーなどを所蔵します。 

■新聞・雑誌コーナー 
新聞、雑誌を多数そろ
える予定です。 

■児童開架スペース 
絵本や紙しばい、読みものな
どを所蔵します。幼児向けのト
イレ・授乳室もあります。 

■学習・閲覧スペース 
図書館資料の閲覧が
できます。 

■小会議室 
小人数の打ち合わせ、
会議などに利用します。 

■視聴覚コーナー 
CD、DVDなどの視聴
ができます。車イスで
も利用できます。 

■青少年コーナー 
青少年のコーナーで
す。青少年向きの本
を揃えます。 

■テーマ別コーナー 
赤磐市に関する資料、美
術などをテーマ別にコ
ーナーを作ります。 

■対面朗読室 
視覚障害などにより活
字による読書が困難な
人に資料を朗読します。
録音も可能です。 

■レファレンスコーナー 
調べものに役立つ資料をそろえ
るとともに、調べもの用に検索用
パソコンを設置します。 

■検索コーナー 
インターネット・CD-
ROMなどにより調
べものができます。 

■事務・作業室 
事務や図書の受
入・整理などの
作業をします。 

■一般開架 
高さを抑えた書架をゆったりした間
隔で配置。車イスやカートの利用も
可能です。庭に面した閲覧スペー
スでゆっくり読書ができます。 



清掃控室 通用口 シャッター 

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
 

開架（児童） 

通用口 

掲示・展示コーナー 

坪庭 

収納式傘立て 

カート 
置場 

休憩室

総合案内板 

ＰＣ室 
コインロッカー 

映写室 

ボランティア室 

B.P

風除室 

便所 便所 

ＥＶ 

ロッカー室 

自
販
機
 

授乳室 

ポンプ室 

屋内消火栓用 
ポンプ室 

多目的 

お話し室 

ＢＤＳ 

授乳室 ＷＣ 

男ＷＣ 女ＷＣ 

くつろぎコーナー 

多目的ホール 
ＢＭ車庫 

ＢＭ作業室 

エントランスホール 

倉庫２ 

倉庫３ 

倉庫１ 

湯沸室1
コンピュータ

屋上 機械置場 機械室 

Ｎ 
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児童開架スペース 

展示型書架  広い書架間  

憩いの広場  

緑化駐車場  

2 階 

1 階 

■おはなし室 
おはなし会以外の時は開
放し、カーペット敷の室内で、
ゆっくり絵本を楽しめるス
ペースになっています。 

■エントランスホール 
図書館の玄関であると共
に多目的ホールへの入り
口でもあります。 

■移動図書館車用スペース 
全域サービスのため、移動図書
館車の導入を検討しています。 
そのための車庫および作業ス
ペースです。 

■多目的ホール 
１００人程度の研修会・
講演会・映画会など多
目的に利用します。 
ギャラリーとしての機
能も備え、市民の作品
の展示やイベントも行
えます。 

■ボランティア室 
図書館で活動するボ
ランティアグループの
活動や話し合いの場
として利用できます。 

■くつろぎコーナー 
読書の合間の休憩や、お友
だちとのおしゃべりの場に
も利用できます。飲みもの
の自動販売機もあります。 

■授乳室 
赤ちゃんとゆっくり
お過ごしください。 
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▲成人式を盛り上げた砂川清流太鼓の演奏 

▼１４人の実行委員で
進めた成人式 

t思い出のシーンに歓声も 

▲受付をする実行委員 

成
人
た
ち
の
門
出
を
祝

う
「
赤
磐
市
成
人
式
」

が
一
月
七
日
（
日
）、
山
陽
ふ
れ

あ
い
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
の
新
成
人
の
対
象
者
は

昨
年
よ
り
三
十
三
人
多
い
五
百

四
十
七
人
（
男
性
二
百
六
十
二
人
、

女
性
二
百
八
十
五
人
）。
こ
の
日

は
、
市
外
か
ら
の
出
席
者
も
含

め
四
百
三
十
七
人
が
参
加
し
ま

し
た
。 

　
式
典
で
は
、
砂
川
清
流
太
鼓

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
勇
壮
な
太

鼓
演
奏
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
、

続
い
て
市
長
、
議
長
を
は
じ
め

来
賓
か
ら
新
成
人
に
お
祝
い
と

激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
式
典
終
了
後
に
は
、
成
人
式

実
行
委
員
が
編
集
を
し
た
中
学

校
時
代
の
運
動
会
や
修
学
旅
行

な
ど
の
記
念
ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
、

歓
声
と
と
も
に
懐
か
し
い
思
い

出
が
会
場
内
を
包
み
込
み
ま
し
た
。 

新 
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●山根香菜さん（左）「幼稚園の先生になります。子ども
たちのお手本になれるような大人に。」●大森彩加さん（中）
「将来は、ブライダル業界やサービス業でみんなに夢を与
える仕事につきたい。」●故引志帆美さん（右）「今日が
スタートライン。旅行業務の仕事につきたいのでがんば
ります。」 

●桜グループ 
「久しぶりにみんなに会えてうれしい。」 

▲会場入り口付近で記念写真を撮ったり、談笑し
　たりする新成人たち 

●丸山えりさん（左）「結婚していい妻になり
たい。」●津島沙歩さん（中）「成人したので
親孝行がしたい。」●平井えみ子さん（右）「将
来はウェディングプランナーになりたい。」 

●長田知之さん 
「将来は地域に貢献する仕
事をしたい。これだけの会
場を用意してくださって感
謝します。」 

●
福
本
　
翔
さ
ん 

「
将
来
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
り
た
い
。
二
十
歳

に
な
っ
て
責
任
の
も
て
る
、信
頼
さ
れ
る
人
に

な
り
た
い
。
」 

●
見
上
聖
紀
さ
ん 

「
将
来
は
一
級
建
築
士
に
な
り
た
い
。

環
境
問
題
に
も
目
を
向
け
た
い
。
今
日

が
誕
生
日
で
し
た
。
」 

●
増
田
　
豊
さ
ん 

「
将
来
は
保
健
体
育
教
師
に
な
り
た
い
。

こ
れ
か
ら
は
気
持
ち
を
新
た
に
、夢
に

向
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
。
」 
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平
成
十
八
年
度
優
良
消
防 

団
員
表
彰
受
章
者 〈
敬
称
略
〉 

　
赤
磐
市
消
防
団
の
初
出
式
が
、
一
月

十
四
日
（
日
）
、
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

総
合
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
各
方
面
隊
か
ら
団
員
約
六

百
人
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、
力
強
く
厳
か
に

初
出
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
初
出
式
終
了
後
、
会
場
す
ぐ

そ
ば
の
民
潤
池
で
一
斉
放
水
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

           

　 
   

岡
山
県
知
事
表
彰 

◇
永
年
勤
続
功
労
章 

【
吉
井
方
面
隊
　
副
方
面
隊
長
】 

　
周
藤
　
泰
彦 

【
熊
山
方
面
隊
　
分
団
長
】 

　
伊
永
　
政
弘 

【
吉
井
方
面
隊
　
分
団
長
】 

　
岸
本
一
三
美 

 

財
団
法
人
岡
山
県
消
防
協
会
表
彰 

◇
功
労
章 

【
山
陽
方
面
隊
　
副
方
面
隊
長
】 

　
岩
本
　
武
明 

【
赤
坂
方
面
隊
　
指
導
部
長
】 

　
羽
原
　
　
功 

【
吉
井
方
面
隊
　
分
団
長
】 

　
久
延
　
充
孝 

◇
表
彰
章 

【
山
陽
方
面
隊
　
副
分
団
長
】 

　
矢
部
　
　
寿 

【
山
陽
方
面
隊
　
指
導
部
員
】 

　
馬
場
　
弘
祥
／
大
崎
　
文
裕 

【
赤
坂
方
面
隊
　
指
導
部
員
】 

　
深
田
　
修
行
／
加
藤
　
靖
彦 

　
岩
藤
　
貴
重 

【
熊
山
方
面
隊
　
機
動
部
長
】 

　
花
谷
　
晋
一 

【
熊
山
方
面
隊
　
副
分
団
長
】 

　
岩
藤
　
　
浩 

【
熊
山
方
面
隊
　
指
導
部
員
】 

　
戸
取
　
晴
義 

【
吉
井
方
面
隊
　
副
分
団
長
】 

　
近
江
　
　
敏 

【
吉
井
方
面
隊
　
指
導
部
員
】 

　
本
荘
　
　
潮
／
種
田
　
薩
男 

◇
青
年
章 

【
赤
坂
方
面
隊
　
団
員
】 

　
岡
本
　
俊
明 

【
熊
山
方
面
隊
　
指
導
部
員
】 

　
森
本
　
　
隆 

【
吉
井
方
面
隊
　
部
長
】 

　
中
原
　
哲
哉 

◇
精
勤
章 

【
山
陽
方
面
隊
　
団
員
】 

　
川
原
　
達
也
／
佐
々
木
信
行 

　
中
永
　
光
一 

【
赤
坂
方
面
隊
　
分
団
長
】 

　
稲
田
　
　
浩 

【
赤
坂
方
面
隊
　
部
長
】 

　
石
原
　
勝
也 

【
赤
坂
方
面
隊
　
班
長
】 

　
林
　
　
康
雄 

【
赤
坂
方
面
隊
　
団
員
】 

　
塩
見
　
　
寧
／
杉
本
　
浩
庸 

　
松
岡
　
賢
治 

【
熊
山
方
面
隊
　
班
長
】 

　
三
浪
　
　
浩 

【
熊
山
方
面
隊
　
団
員
】 

　
砂
子
　
武
久
／
松
田
　
和
也 

　
國
松
　
雅
和
／
末
藤
　
亮
友 

　
森
定
　
　
博
／
松
原
　
宏
智 

　
東
　
　
正
幸 

【
吉
井
方
面
隊
　
指
導
部
長
】 

　
中
田
　
浩
二 

【
吉
井
方
面
隊
　
分
団
長
】 

　
火
野
口
　
薫 

【
吉
井
方
面
隊
　
指
導
部
員
】 

　
延
原
　
幸
男 

【
吉
井
方
面
隊
　
部
長
】 

　
久
山
　
　
透 

【
吉
井
方
面
隊
　
班
長
】 

　
滝
下
　
和
男 

【
吉
井
方
面
隊
　
団
員
】 

　
戸
川
　
邦
彦
／
花
谷
俊
一
郎 

　
荒
島
　
孝
治
／
荒
嶋
　
秀
己 

　
戸
川
　
洋
見 

 

備
前
地
区
消
防
連
絡
協
議
会
表
彰 

◇
会
長
表
彰 

【
山
陽
方
面
隊
　
指
導
部
長
】 

　
藤
原
　
忠
司 

【
山
陽
方
面
隊
　
副
分
団
長
】 

　
馬
場
　
秀
樹 

【
赤
坂
方
面
隊
　
副
分
団
長
】 

　
題
府
　
健
治 

【
赤
坂
方
面
隊
　
指
導
部
員
】 

　
石
本
　
豊
彦 

【
熊
山
方
面
隊
　
副
分
団
長
】 

　
片
山
　
雅
人
／
岩
藤
　
　
浩 

【
吉
井
方
面
隊
　
副
分
団
長
】 

　
桜
田
　
健
二 

【
吉
井
方
面
隊
　
指
導
部
員
】 

　
杉
本
　
邦
彦 

◇
市
長
表
彰 

【
山
陽
方
面
隊
　
部
長
】 

　
宮
尾
　
茂
樹
／
岡
本
　
佳
明 

【
山
陽
方
面
隊
　
班
長
】 

　
片
岡
　
道
昭 

【
赤
坂
方
面
隊
　
部
長
】 

　
重
森
　
　
衛 

【
赤
坂
方
面
隊
　
団
員
】 

　
重
松
　
久
志
／
杉
本
　
達
郎 

　
佐
倉
　
信
吾
／
藤
原
　
弘
平 

　
重
松
　
将
夫 

【
吉
井
方
面
隊
　
部
長
】 

 

　
松
本
　
順
一 

【
吉
井
方
面
隊
　
班
長
】 

　
窪
木
　
仁
志
／
西
山
　
　
洋 

　
花
房
　
　
薫
／
藤
本
　
　
勝 

【
吉
井
方
面
隊
　
団
員
】 

　
松
下
　
和
宏
／
青
山
　
康
昭 

　
中
原
　
正
明
／
平
尾
　
謙
児 

　
岩
本
　
健
二 

◇
団
長
表
彰 

【
山
陽
方
面
隊
　
班
長
】 

　
赤
柏
　
　
尚
／
松
尾
　
隆
好 

【
山
陽
方
面
隊
　
団
員
】 

　
光
岡
　
明
彦
／
塩
見
　
俊
章 

　
皿
井
　
員
義 

【
赤
坂
方
面
隊
　
部
長
】 

　
平
尾
　
彰
啓
／
采
本
　
公
良 

【
赤
坂
方
面
隊
　
班
長
】 

　
清
野
　
俊
昌 

【
赤
坂
方
面
隊
　
団
員
】 

　
歳
森
　
信
明
／
藤
原
　
節
昭 

　
井
上
　
好
己
／
畑
　
　
和
則 

　
金
田
　
暁
宣
／
難
波
　
明
則 

【
熊
山
方
面
隊
　
部
長
】 

　
小
山
　
　
剛 

【
熊
山
方
面
隊
　
班
長
】 

　
小
林
　
弘
明
／
片
山
　
　
彰 

【
熊
山
方
面
隊
　
団
員
】 

　
池
田
　
順
一
／
三
宅
　
輝
彦 

　
矢
吹
　
文
彦
／
森
　
　
貴
央 

　
実
盛
　
睦
明
／
林
原
　
秀
明 

　
宮
元
　
生
悟 

【
吉
井
方
面
隊
　
班
長
】 

  

井
上
　
雅
晶 

【
吉
井
方
面
隊
　
団
員
】 

　
木
下
　
覚
耶
／
河
本
　
昌
慶 

　
山
下
　
裕
輝
／
有
馬
　
和
宏 

　
樋
口
　
照
明 

◆
◇
◆ 

住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
赤
磐
市
消
防
団 

◆
◇
◆ 
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赤
磐
市
障
害
福
祉
計
画
・ 

障
害
者
計
画（
素
案
） 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
） 

い
っ
し
ょ
に
進
め
ま
せ
ん
か
？ 

男
女
共
同
参
画
！ 

　
―
赤
磐
市
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
登
録
団
体
定
期
募
集
― 

nformation
     【

日
　
　
時
】 

　
二
月
一
日
（
木
） 

　
午
後
一
時
三
十
分
〜 

【
場
　
　
所
】 

　
本
庁
二
階
第
一
会
議
室 

※
委
員
会
は
傍
聴
で
き
ま
す 

　
市
で
は
、
現
在
策
定
を
進
め

て
い
る
障
害
福
祉
計
画
・
障
害

者
計
画
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
反
映
す
る
た
め
、
計
画
素

案
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
（
意
見
募
集
）
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。 

 【
障
害
福
祉
計
画
と
は
】 

　
障
害
者
自
立
支
援
法
第
八
十

八
条
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
る

も
の
で
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

お
よ
び
相
談
支
援
、
地
域
生
活

支
援
事
業
を
提
供
す
る
た
め
に

体
制
整
備
を
図
る
目
的
で
計
画

す
る
も
の
で
す
。 

【
障
害
者
計
画
と
は
】 

　
障
害
者
基
本
法
第
七
条
の
二

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
者

の
生
活
全
般
を
支
援
す
る
た
め

の
取
り
組
み
の
方
向
を
示
す
目

的
で
計
画
す
る
も
の
で
す
。 

【
意
見
提
出
対
象
者
】 

™
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

　
の
人 

™
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業

　
所
を
有
す
る
個
人
、
法
人
そ

　
の
他
の
団
体 

【
計
画
の
閲
覧
方
法
】 

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載 

　
窓
口
で
の
閲
覧 

　
市
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係 

　
各
支
所
健
康
福
祉
課 

【
意
見
の
募
集
期
間
】 

　
一
月
二
十
六
日
（
金
）
〜 

　
二
月
十
三
日
（
火
） 

【
提
出
先
】 

　
〒
７
０
９
―
０
８
９
８ 

　

（
住
所
不
要
） 

　
「
市
役
所
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係
」 

　
6
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
８ 

【
意
見
の
提
出
方
法
】 

　
指
定
の
意
見
提
出
用
紙
に
住

所
・
氏
名
・
連
絡
先
と
本
件
へ

の
ご
意
見
を
記
入
の
上
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ご
持
参
い
ず
れ
か
の
方
法

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
電
話
に
よ
る
ご
意
見
の
提
出

に
は
応
じ
か
ね
ま
す
。
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

　
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
ご
意

見
は
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先

を
除
き
、
す
べ
て
公
開
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。 

　
赤
磐
市
男
女
共
同
参
画
団
体

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
活

動
を
行
っ
て
い
る
団
体
・
グ
ル

ー
プ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。 

　
登
録
団
体
の
相
互
交
流
や
自

主
活
動
の
ほ
か
、
市
の
啓
発
事

業
な
ど
の
企
画
・
運
営
に
も
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
各
種
研

修
会
な
ど
の
ご
案
内
も
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

　
男
女
が
お
互
い
の
人
権
を
尊

重
し
つ
つ
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、

そ
の
個
性
と
能
力
が
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
づ
く
り
を

目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。 

 【
対
　
　
象
】 

　
市
内
に
活
動
拠
点
を
置
く
団

　
体
・
グ
ル
ー
プ 

※
営
利
・
宗
教
・
政
治
活
動
を

　
目
的
と
す
る
団
体
・
グ
ル
ー

　
プ
は
除
く
。 

【
会
　
　
費
】 

　 

一
団
体
　
年
額
千
円 

【
申
込
期
限
】 

　
四
月
二
十
五
日
（
水
） 

【
申
込
方
法
】 

　
本
庁
企
画
課
・
各
支
所
管
理

課
に
備
え
付
け
の
登
録
用
紙
を

直
接
、
ま
た
は
郵
送
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

※
登
録
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
で
き
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】 

　
本
庁
企
画
部
企
画
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）２
６
９
２ 

　
6
０
８
６（
９
５
５
）１
２
６
１ 

赤
磐
市
健
康
増
進 

計
画
策
定
委
員
会 

の
開
催 



   

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、本

　
人
の
申
し
出
に
よ
り
掲
載
し

　
て
い
ま
す
。 

■
バ
ー
モ
ン
ト
カ
ッ
プ 

　
第
十
六
回
全
日
本
少
年 

　
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会（
東
京
都
） 

◇
桜
が
丘
小
学
校
六
年
生 

　
砂
田
一
磨（
桜
が
丘
東
１
丁
目
） 

　
岩
田
悠
輝（
桜
が
丘
東
２
丁
目
） 

◇
山
陽
北
小
学
校
六
年
生 

　
佐
藤
友
哉（
桜
が
丘
西
７
丁
目
） 

　
平
田
航
揮（
桜
が
丘
西
８
丁
目
） 

　
宇
田
有
志（
桜
が
丘
西
９
丁
目
） 

　
逸
見
洸
太（
桜
が
丘
西
10
丁
目
） 

◎
大
会
結
果
　
第
三
位 

            

■
第
四
回
ス
ペ
シ
ャ
ル 

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
夏
季 

　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
・
熊
本 

　（
熊
本
県
） 

【
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
部
】 

◇
井
上
雄
貴（
桜
が
丘
西
１
丁
目
） 

　
宇
田
光
志（
桜
が
丘
西
９
丁
目
） 

　
鳥
羽
哲
平（
和
田
） 

　
中
村
勇
太（
桜
が
丘
西
８
丁
目
） 

　
松
浦
和
輝（
桜
が
丘
西
３
丁
目
） 

      

日
　
時
　
三
月
十
八
日（
日
） 

受
　
付
　
午
前
九
時
〜 

開
　
会
　
午
前
九
時
十
五
分 

場
　
所 

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
体
育
館 

参
加
費
　
一
チ
ー
ム
二
千
円 

参
加
資
格
　
高
校
生
以
上
の
市

　
内
在
住
・
在
勤（
学
）者 

チ
ー
ム
編
成 

　
九
人
制
で
女
性
が
常
時
四
人

以
上
コ
ー
ト
内
に
い
る
こ
と
。
た
だ

し
、六
十
歳
以
上
の
男
性
は
女
性

と
み
な
す
。 

申
込
期
限
　
二
月
二
十
八
日（
水
） 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内 

　
体
育
協
会
事
務
局 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）０
７
３
８ 

               
開
催
日
　
十
二
月
十
二
日（
火
） 

開
催
場
所
　
和
気
鵜
飼
谷
屋
内

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場 

参
加
者
数 

　
十
二
チ
ー
ム（
六
十
三
人
） 

　
¡
優
　
勝
／
岩
田（
山
陽
） 

　
¡
準
優
勝
／
周
匝（
吉
井
） 

　
¡
第
三
位
／
桜
が
丘
東（
熊
山
） 

   

    

　
ヨ
ガ
は
緊
張
を
取
り
な
が
ら
、

体
力
を
つ
け
て
い
き
、身
体
を
ほ

ぐ
し
て
く
れ
ま
す
。ス
ト
レ
ス
の

多
い
現
代
人
に
ぴ
っ
た
り
の
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
年
齢
を
問
わ
ず
行
え
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

日
　
時 

　
三
月
の
毎
週
月
曜
日（
全
四
回
） 

　
午
後
二
時
〜
三
時
三
十
分 

場
　
所 

　
熊
山
公
民
館
二
階
大
集
会
室 

参
加
対
象 

　
市
内
在
住
・
在
勤
者 

参
加
費
　
五
百
円（
四
回
分
） 

講
　
師
　
原
田
一
代
　
先
生 

定
　
員
　
二
十
人（
応
募
者
多
数

　
の
場
合
は
抽
選
）　 

受
　
付
　
二
月
五
日（
月
）〜
二

　
十
三
日（
金
）電
話
可 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

　
熊
山
分
室（
熊
山
公
民
館
内
） 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
１
４
８ 

  

    

　
「
赤
磐
市
吉
井
地
域
つ
ち
の
こ
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
、十
二
月

十
九
日（
火
）に
黒
沢
の
先
谷
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で
、開
か
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
者
四
十
三
人
が
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、寒
気
を

吹
き
飛
ば
す
勢
い
で
元
気
い
っ
ぱ
い

プ
レ
イ
し
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
） 

　
¡
優
　
勝
／
藤
原
菊
江（
黒
本
） 

　
¡
第
二
位
／
平
尾
静
惠（
石
） 

　
¡
第
三
位
／
西
山
泰
三（
黒
本
） 
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感染性胃腸炎 

シリーズK

　
こ
の
冬
、『
感
染
性
胃
腸
炎
』

と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
か
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
冬
の
胃
腸

炎
の
原
因
は
、
ウ
イ
ル
ス
を
原

因
と
す
る
も
の
が
中
心
で
、
中

で
も
『
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
』
は
集

団
発
生
や
食
中
毒
を
引
き
起
こ

す
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　『
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
』
は
、
嘔
吐

や
下
痢
を
引
き
起
こ
し
、
十
一

月
か
ら
三
月
の
冬
季
を
中
心
に

流
行
し
ま
す
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス

に
汚
染
し
た
水
や
食
品
を
口
に

す
る
こ
と
で
感
染
性
胃
腸
炎
に

感
染
し
ま
す
が
、
風
邪
の
よ
う

に
人
か
ら
人
へ
も
感
染
し
ま
す
。 

　
潜
伏
期
は
二
日
で
、
吐
き
気
・

嘔
吐
・
腹
痛
・
下
痢
・
発
熱
な

ど
の
胃
腸
炎
症
状
が
あ
ら
わ
れ

ま
す
。
た
い
て
い
軽
症
で
、
二
、

三
日
の
経
過
で
改
善
し
ま
す
が
、

脱
水
に
対
す
る
手
当
て
が
遅
れ

る
と
重
大
な
結
果
を
も
た
ら
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
感
染
し
て
も
症
状
が

あ
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、

家
族
に
胃
腸
炎
症
状
が
あ
る
場

合
は
要
注
意
で
す
。 

 《
予
防
法
》 

『
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
』 

▼
外
出
先
か
ら
帰
っ
た
後
、
ト

　
イ
レ
の
後
、
調
理
や
食
事
の

　
前
に
は
、
せ
っ
け
ん
を
よ
く

　
泡
立
て
て
、
手
と
手
を
こ
す

　
り
合
わ
せ
て
洗
い
、
最
後
に

　
流
水
で
十
分
す
す
ぎ
ま
し
ょ

　
う
。 

▼
水
道
の
蛇
口
な
ど
も
手
と
同

　
じ
く
せ
っ
け
ん
で
よ
く
洗
い

　
ま
し
ょ
う
。 

▼
タ
オ
ル
は
共
用
せ
ず
専
用
の

　
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 『
食
品
の
取
り
扱
い
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
』 

▼
加
熱
調
理
す
る
食
品
は
十
分

　
火
を
通
し
ま
し
ょ
う
。
目
安

　
と
し
て
八
十
五
度
で
一
分
間

　
以
上
の
加
熱
を
し
ま
し
ょ
う
。 

▼
生
食
用
食
材
は
よ
く
洗
浄
し

　
ま
し
ょ
う
。 

▼
調
理
用
器
具
は
、
生
食
用
と

　
加
熱
用
に
区
別
し
ま
し
ょ
う
。 

 『
調
理
業
務
従
事
者
は
、
下
痢

や
嘔
吐
の
症
状
が
あ
る
時
は
、

食
品
の
取
り
扱
い
の
業
務
に
従

事
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
』 

 『
症
状
の
あ
る
人
の
便
や
嘔
吐

物
の
処
理
に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
』 

 

　
以
上
の
こ
と
に
注
意
し
て
、

寒
い
冬
を
健
康
で
す
ご
し
ま
し
ょ

う
。 

公民館まつりに参加してお互いに生きがいと友情を育てよう。 
皆さんお誘いあわせのうえぜひ来てください。 
【開催日時】３月４日（日） １０：００～１６：００ 
【内　　容】●生け花、パッチワーク、絵手紙、写真などの作品展示 

●カラオケ、ピアノ、社交ダンス、ヒップホップなどの舞台発表 
【問い合わせ先】山陽公民館　1０８６-９５５-９７７７ 

桃の里地域ぐるみ活動協議会と公民館活動の発表を合同で開催します。 
子どもが体験でき楽しめるコーナーも設けています。 
【開催日時】３月１７日（土） １３：００～１７：００／１８日（日） １０：００～１６：００ 
【内　　容】●生け花、習字、絵手紙、写真などの作品展示 

●カラオケ、３B体操、軽音楽、大正琴などの舞台発表 
●子どものひろば 

【問い合わせ先】西山公民館　1０８６-９５５-０７７７ 

◆山陽公民館まつり 

◆西山公民館まつり 

お
う
　
と 

22 22
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★熊山公民館　松木623 
★吉井公民館　周匝136-1

★中央公民館　下市337 
★赤坂公民館　町苅田507

◇日　　　時 
 
◆対　　　象 
◇定　　　員 
◆参　加　費 
◇テキスト代 
◆申 込 期 間  

　ワードを使って、チラシや地図を作ってみませんか。 

C1コース…3月5日（月）・3月8日（木） 
18：30～21：30 
一　般 
10人（先着順） 
1，500円（1コース2回分） 
実　費 
2月5日（月）～2月23日（金） 

◎『ワードでチラシ作成』 

◇日　　　時 
 
 
◆対　　　象 
◇定　　　員 
◆参　加　費 
◇テキスト代 
◆申 込 期 間  

　年配の人、マウス操作や文字入力に自信のない人、ぜひ
この機会に学んでみませんか。 

Pコース…3月12日（月）・3月15日（木）・
3月19日（月） 
9：00～12：00 
一　般 
10人（先着順） 
2,000円（1コース3回分） 
実　費 
2月5日（月）～2月23日（金） 

◎『超ゆっくりパソコン入門』 

◇日　　　時 
 
 
◆対　　　象 
◇定　　　員 
◆参　加　費 
◇テキスト代 
◆申 込 期 間  

　年配の人、パソコン操作にいまいち自信のない人、ぜひこ
の機会に学んでみませんか。 

W1コース…3月12日（月）・3月15日（木）・
3月19日（月） 
13：30～16：30 
一　般 
10人（先着順） 
2,000円（1コース3回分） 
実　費 
2月5日（月）～2月16日（金） 

◎『超ゆっくりワード』 

◇日　　　時 
 
 
◆対　　　象 
◇定　　　員 
◆参　加　費 
◇テキスト代 
◆申 込 期 間  

　年配の人、パソコン操作にいまいち自信のない人、ぜひこ
の機会に学んでみませんか。 

E1コース…3月12日（月）・3月15日（木）・
3月19日（月） 
18：30～21：30 
一　般 
10人（先着順） 
2,000円（1コース3回分） 
実　費 
2月5日（月）～2月16日（金） 

◎『超ゆっくりエクセル』 

◇日　　　時 
 
 
◆対　　　象 
◇定　　　員 
◆参　加　費 
◇テキスト代 
◆申 込 期 間  

　今さらこんなこと聞けないし…と思っているそこのあなた。
ワード･エクセルの基礎を、セットで手早く復習してみませ
んか。（若干スピードは早めです。） 

F1コース…2月19日（月）・2月22日（木） 
9：00～12：00、13：30～16：30、 
18：30～21：30 
一　般 
10人（先着順） 
1，500円（1コース2回分） 
実　費 
2月5日（月）～2月16日（金） 

◎『ワード･エクセル復習』 

◇日　　　時 
 
 
 
◆対　　　象 
◇定　　　員 
◆参　加　費 
◇テキスト代 
◆申 込 期 間  

　データのソート、抽出、集計など…エクセルのデータベー
スを学んでみませんか。 

K1コース…2月26日（月）・3月1日（木） 
18：30～21：30 
K2コース…3月5日（月）・3月8日（木） 
13：30～16：30 
一　般 
10人（先着順） 
1，500円（1コース2回分） 
実　費 
2月5日（月）～2月16日（金） 

◎『エクセルデータベース活用』 

◇日　　　時 
 
◆対　　　象 
◇定　　　員 
◆参　加　費 
◇テキスト代 
◆申 込 期 間  

　デジカメで撮った写真を、パソコンで編集してみよう。 

D1コース…3月5日（月）・3月8日（木） 
9：00～12：00 
一　般 
10人（先着順） 
1，500円（1コース2回分） 
実　費 
2月5日（月）～2月23日（金） 

◎『デジカメ写真取込　活用編』（前回と同じ内容です） 

◇日　　　時 

　パソコンの簡単な操作や文章の作成などの質問にお答
えします。なお、修理や故障の受付はできません。 

2月26日（月）・3月1日（木）は 
9：00～12：00のみ 
3月22日（木） 9：00～12：00、 
13：30～16：30、18：00～20：30 
※申込みは不要です。時間内にお越し
　ください。 

◎『パソコン無料相談』 

●会場＆問い合わせ先 
　中央公民館 1０８６-９５５-００６９ 

※パソコン無料相談以外のパソコン講座は、窓口で受講料を添えてお申し込みください。
　電話での仮押さえなどはできません。また、申し込み後の時間変更もできません。 
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★山陽公民館　山陽1丁目10 
★笹岡公民館　坂辺9

★高月公民館　穂崎848-1 
★西山公民館　西中220-1

◇日　　　時 
 
 
 
 
◆対　　　象 
◇定　　　員 
◆参　加　費 
◇申 込 期 間  
◆会場・問い合わせ先 

　ガーデニングを学び、季節の草花で庭先をきれいに彩っ
て楽しんでみませんか。 

1回目…3月8日（木） 
庭作りについて 

2回目…3月22日（木） 
土作りと鉢寄せ作りについて 

13：00～15：00 
一　般 
20人 
2,000円（材料代を含む） 
2月5日（月）～2月23日（金） 
中央公民館 1086-955-0069

◇日　　　時 
 
◆開 催 場 所 
◇対　　　象 
◆定　　　員 
◇参　加　費 
◆申 込 期 間  
◇そ　の　他  
◆問い合わせ先 

　自然大好き人間集まれ！赤磐市に生息する身近な生きも
の（山野の鳥）について観察してみよう。 

2月24日（土） 9：00～11：00 
（雨天の場合は中止します） 
熊山トンネル東口周辺―赤磐市奥吉原 
な　し 
30人 
無　料 
2月5日（月）～2月23日（金） 
双眼鏡をお持ちの人は、持参してください。 
熊山公民館 108699-5-1360

◇日　　　時 
◆対　　　象 
◇定　　　員 
◆参　加　費 
◇申　　　込  
◆会場・問い合わせ先 

　地震に対する知識を消防署員から学び、身に付け、冷静
に対応できるようにしましょう。 

3月6日（火） 13：30～15：30 
一　般 
な　し 
無　料 
不　要 
熊山公民館 
108699-5-1360

◇日　　　時 
 
◆対　　　象 
◇定　　　員 
◆参　加　費 
◇テキスト代 
◆申 込 期 間  
 
 
 
◇会場・問い合わせ先 

　ワードを使ってチラシや地図を作ってみませんか。 

2月26日（月）・3月1日（木） 
13：30～16：30 
一　般 
20人（先着順） 
1，500円 
実　費 
2月5日（月）～2月16日（金） 
※窓口で受講料を添えてお申し込みく
　ださい。電話での申し込み受け付け
　はできません。 
赤坂公民館 
1086-957-2211

◇日　　　時 
 
◆対　　　象 
◇定　　　員 
◆参　加　費 
◇申 込 期 間  
◆会場・問い合わせ先 

　「癒し系凝りをほぐし脱力運動」でリラックスしませんか。 

3月2日（金）・16日（金）・30日（金） 
10：30～12：00 
一　般 
15人（先着順） 
無　料 
2月5日（月）～2月23日（金） 
中央公民館 
1086-955-0069

◎『ワードでチラシ作成』 
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　新しいCD、DVD、ビデオが入りました。一人２点まで借りられます。 

●C　D…「古今亭志ん生で聴く江戸落語」 
「モーツァルト／歌劇《フィガロの結婚》」ほか 

●ＤＶＤ…「ローマの休日」「トゥルー･ブルー」ほか 
●ビデオ…「彼女を信じないでください」「二十四の瞳」ほか 
 

中央図書館 

赤坂図書館 

熊山図書館 

吉井図書館 

利用案内 
●開館時間 
　午前１０時～午後６時 
●休 館 日 
　毎週月曜日（熊山は毎
週水曜日）、第３日曜日、祝日、
月末整理日ほか 
（詳しくは、下のカレンダー
をご覧ください） 

※借りるときには利用者
　カードをお持ちください。
　はじめて借りる人は、免
　許証・保険証など氏名・
　住所を確認できるもの
　を提示し申請してくださ
　い。利用者カードを作り
　ます（小学生以下の人
　は保護者が申請してく
　ださい）。 

全館休館日 

中央・赤坂・吉井図書館休館日 

熊山図書館休館日 

中　央 
図書館 

　図書館で不要になった雑誌や図書を無料で提供します。ご家庭で不要になった
図書などの持ち込みもできます（開催期間中に直接ご持参ください）。 

●日　時／２月２４日（土）・２５日（日）・２７日（火） 午前１０時～午後６時 

※図書一人１０冊、同一タイトルの雑誌は３冊まで。（最終日は無制限） 

中　央 
図書館 

「やさしく作って、かわいく贈るチョコレートのお菓子」（雄鶏社） 
●信太康代／著 
　板チョコとレーズンのドロップクッキー、チョコレートマドレーヌ、ガ
トーショコラ、ブラウニー、ザッハトルテ風チョコレートケーキなど、や
さしく作れるチョコレートのお菓子レシピをわかりやすく紹介。 
 
「にっぽん探検大図鑑」（小学館） 
●正井泰夫、辻原康夫／監修 
　４７都道府県ごとに、自然、産業、暮らしの特色を整理。伝統文化や
気候風土による生活の違いや、主要都市の情報も詳しく紹介。豊富
なカラー写真とイラスト図解で、日本の「いま」がわかるビジュアル
図鑑。 

吉　井 
図書館 

●日　時／２月２４日（土）・３月３日（土） 午後２時～ 
●場　所／赤坂公民館こども部屋 
　藤井教子さんによるおはなしかいです。親子でお話の世界へトラベル♪ 
　おはなしかい終了後、読み聞かせに関する疑問・質問も受け付けます。 
　どうぞお気軽にお越しください。お問い合わせは赤坂図書館まで！　 
 
 

赤　坂 
図書館 

熊　山 
図書館 

●日　時／２月１０日（土） 午後２時～ 
●場　所／熊山図書館 
●内　容／絵本、エプロンシアター、紙芝居など 
　みんなできてね☆いつものかみしばいのおじちゃんがやってくるよ！ 

一般書 

児童書 
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水谷亥孝太 

郷土の 

物 人 

 

＜遊奇隊員・郡長／岩田＞ 

水谷清氏蔵 

　
水
谷
亥
孝
太
「
追
懐
碑
」 

　
明
治
二
十
一
年
建
立 

t
岩
田
公
園（
赤
磐
市
河
本
） 

みずたに い  こう  た 

　
水
谷
亥
孝
太
（
以
下
「
亥
孝

太
」
）
は
、
弘
化
元
年
（
一
八

四
四
）
六
月
十
八
日
、
名
主
水

谷
孫
四
郎
の
三
男
と
し
て
赤
坂

郡
岩
田
村
（
現
赤
磐
市
岩
田
）

に
生
ま
れ
ま
し
た
。 

　
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
、

幕
末
期
の
岡
山
藩
は
財
政
窮
乏

の
中
、
農
兵
隊
の
組
立
を
行
い

ま
す
。
農
兵
は
、
主
に
村
役
人
・

上
中
農
層
の
二
男
、
三
男
で
、

身
体
強
壮
・
思
想
堅
実
か
つ
生

活
に
余
裕
の
あ
る
も
の
と
い
う

条
件
で
募
集
を
し
ま
し
た
。 

　
剣
術
を
岡
山
藩
の
師
範
阿
部

家
に
学
ん
で
い
た
亥
孝
太
は
、

二
十
二
歳
の
時
、
農
兵
に
応
募

し
隊
員
に
な
り
ま
す
。 

　
同
年
、
農
兵
隊
は
耕
戦
隊
（
さ

ら
に
明
治
元
年
遊
奇
隊
と
改
称
）

と
称
し
ま
す
。 

　
翌
三
年
、
赤
坂
郡
第
十
五
番

半
隊
令
士
の
亥
孝
太
は
、
「
耕

戦
隊
創
立
以
来
世
話
ぶ
り
よ
く

出
精
の
も
の
」
と
し
て
、
大
苅

田
村
（
現
赤
磐
市
大
苅
田
）
の

森
沢
徳
太
郎
と
と
も
に
賞
詞
を

受
け
て
い
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
明
治
元
年
（
一
八

六
八
）
新
政
府
軍
と
旧
幕
府
側

と
の
戦
い
で
あ
る
戊
辰
戦
争
に

朝
廷
方
の
軍
隊
（
官
軍
）
と
し

て
参
戦
し
ま
す
。 

　
岡
山
藩
兵
は
、
摂
州
西
之
宮

（
現
兵
庫
県
西
宮
市
）
の
警
備

に
あ
た
り
、
そ
の
後
、
東
征
軍

の
先
鋒
を
命
じ
ら
れ
、
江
戸
到

着
後
幕
府
軍
を
討
つ
べ
く
転
戦

し
ま
す
。
上
野
戦
争
で
、
亥
孝

太
は
一
番
隊
攻
撃
に
従
事
し
、

さ
ら
に
奥
州
出
兵
と
進
撃
し
ま

す
。 

　
七
月
、
奥
州
磐
城
平
城
（
現

福
島
県
い
わ
き
市
）
攻

撃
の
際
負
傷
し
ま
す
。

激
し
い
戦
闘
で
あ
っ
た

平
城
攻
撃
で
は
、
下
市

村
（
現
赤
磐
市
下
市
）

の
赤
井
虎
蔵
・
馬
屋
村

（
現
赤
磐
市
馬
屋
）
の

国
末
藤
左
衛
門
が
戦
死

し
た
の
で
し
た
。 

　
戊
辰
戦
争
よ
り
生
還

し
た
亥
孝
太
は
、
そ
の

功
績
に
よ
っ
て
三
〇
俵

四
人
扶
持
を
受
け
ま
す
。 

　
明
治
五
年
（
一
八
七

五
）
、
弱
冠
二
十
八
歳

な
が
ら
、
第
二
十
七
区

（
大
苅
田
村
外
十
七
カ
村
）

の
戸
長
と
な
り
、
そ
の
後
要
職

を
務
め
ま
す
。
明
治
十
一
年
（
一

八
七
八
）
郡
区
町
村
制
が
施
行

さ
れ
、
亥
孝
太
は
初
代
赤
坂
郡

長
に
任
命
さ
れ
た
の
で
し
た
。

学
区
取
り
締
ま
り
の
職
を
も
兼

務
し
て
い
た
亥
孝
太
は
、
高
陽

小
学
校
の
新
設
な
ど
に
力
を
い

れ
ま
す
。
ま
た
、
土
木
・
勧
業

な
ど
の
事
業
を
創
始
し
、
な
か

で
も
、
女
子
裁
縫
所
の
設
置
、

大
生
徒
（
の
ち
の
青
年
団
）
の

結
成
な
ど
に
尽
力
し
ま
し
た
。 

　
同
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
に

は
官
職
を
退
き
、
二
年
後
の
明

治
十
五
年
八
月
二
十
五
日
、
三

十
八
歳
の
若
さ
で
永
眠
し
ま
す
。 

　
亥
孝
太
の
死
を
悼
ん
だ
岩
田

村
の
人
々
に
よ
っ
て
、
明
治
二

十
一
年
（
一
八
八
八
）
、
河
本

村
（
現
赤
磐
市
河
本
）
の
地
に
、

篆
額
・
森
下
景
端
、
撰
文
・
西

毅
一
に
よ
る
「
追
懐
碑
」
が
建

立
さ
れ
た
の
で
し
た
。 

　（
山
陽
郷
土
資
料
館
　
高
畑
富
子
） 

 ●
参
考
文
献
 

　
　「
水
谷
亥
孝
太
 
奉
公
書
」 

　
　「
水
谷
翁
頌
徳
會
定
款
」 

　
　『
山
陽
町
史
』 

　
　『
岡
山
県
歴
史
人
物
辞
典
』
他
 

な
　
ぬ
し 

ぼ
　
し
ん 

い
わ
　
き 

た
い
ら
じ
ょ
う 

た
い 

せ
い 

と 

て
ん 

が
く 

せ
っ
し
ゅ
う 



［
医
］＝
休
日
当
番
医
　
◆
＝
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
・
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
　
※
図
書
館
の
休
館
日
は
図
書
館
の
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

●
イ
キ
イ
キ
講
座
　
9：
30～
12：
00 

　（
熊
山
公
民
館
） 

●
文
化
講
演
会
　
13：
30～
15：
00 

　（
中
央
公
民
館
） 

●
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
　
10：
00～
11：
00 

　（
赤
坂
公
民
館
） 

●
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

 

●
よ
ろ
ず
相
談
　
13：
00～
15：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
所
得
税
・
住
民
税
の
申
告
 

　〔
～
３
/１５
〕 

●
資
料
館
講
座
「
土
器
づ
く
り
」
 

　
9：
00～
12：
00（
資
料
館
） 

●
え
ほ
ん
読
み
聞
か
せ
会
 

　
14：
00～（

赤
坂
公
民
館
） 

●
１
歳
６
カ
月
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
公
民
館
グ
ル
ー
プ
登
録
説
明
会
　
 

　
13：
30～
15：
30（
中
央
公
民
館
） 

●
育
児
相
談
 

　
受
付
時
間
9：
45～
10：
30 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
公
民
館
グ
ル
ー
プ
登
録
説
明
会
　
 

　
13：
30～
15：
30（
赤
坂
公
民
館
） 

●
人
権
・
行
政
相
談
　
 

　
13：
00～
16：
00 

　（
本
庁
2階
第
1会
議
室
） 

●
交
通
安
全
日
 

●
お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ
 

　
14：
00～（

熊
山
図
書
館
） 

●
お
は
な
し
会〔
毎
月
第
２
土
曜
日
〕 

　
14：
00～（

吉
井
図
書
館
） 

●
資
料
館
講
座
「
土
器
づ
く
り
」
 

　
9：
00～
12：
00（
資
料
館
） 

●
と
し
ょ
か
ん
わ
く
わ
く
タ
イ
ム
 

　〔
毎
週
土
曜
日
〕 

　
14：
30～（

中
央
図
書
館
） 

●
ブ
ッ
ク
ん
の
お
は
な
し
か
い
 

　〔
１０
日
も
開
催
〕 

　
15：
00～（

大
苅
田
読
書
公
園
） 

 

●
よ
ろ
ず
相
談
　
10：
00～
12：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
無
料
法
律
相
談
　
13：
00～
16：
00 

　（
産
業
会
館
2階
ふ
る
さ
と
交
流
室
） 

●
公
民
館
グ
ル
ー
プ
登
録
説
明
会
　
 

　
15：
00～
17：
00（
西
山
公
民
館
） 

●
お
は
な
し
の
お
へ
や
 

　〔
毎
月
第
１・３
金
曜
日
〕 

　
15：
30～
16：
00（
熊
山
図
書
館
） 

 

●
育
児
相
談
　
10：
00～
11：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
え
ほ
ん
の
じ
か
ん〔
毎
週
水
曜
日
〕 

　
11：
00～（

中
央
図
書
館
） 

●
心
配
ご
と
相
談
　
13：
00～
15：
00 

　（
吉
井
会
館
） 

●
公
民
館
グ
ル
ー
プ
登
録
説
明
会
　
 

　
13：
30～
15：
30（
熊
山
公
民
館
） 

［
医
］梶
原
内
科
医
院
 1
086-955-3750 

［
医
］吉
田
医
院
 1
086-954-0202

［
医
］片
山
医
院
 1
086-229-2166 

［
医
］米
井
医
院
 1
086-954-0550

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

日
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

Sunday
M

onday
Tuesday

W
ednesday

Thursday
Friday

Saturday

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

［
医
］小
坂
内
科
医
院
 1
086-955-3344 

［
医
］佐
伯
北
診
療
所
 1
086-954-2032

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

181
5

　
 

41
1

291
6

51
2

31
0

1
7

61
3

71
4

振
り
替
え
休
日
 

建
国
記
念
の
日
 

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

★
２
月
の
税
・
保
険
料
を
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
 

　
●
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）…
…
…
…
…
９
期
 

２
月
２８
日
ま
で
 



●
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
　
10：
00～
11：
00 

　（
赤
坂
公
民
館
） 

●
子
育
て
講
座
　
10：
00～
11：
30 

　（
吉
井
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

 

●
文
化
講
演
会
　
18：
30～
20：
00 

　（
吉
井
公
民
館
） 

●
ワ
ー
ド
･エ
ク
セ
ル
復
習
 

　
9：
00～
12：
00、13：

30～
16：
30、 

　
18：
30～
21：
30（
中
央
公
民
館
） 

●
乳
児
健
診
・
育
児
相
談
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
吉
井
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
第
２
弾
!!自
力
整
体
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
 

　
10：
30～
12：
00（
中
央
公
民
館
） 

●
よ
ろ
ず
相
談
　
10：
00～
12：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
無
料
法
律
相
談
　
13：
00～
16：
00 

　（
産
業
会
館
2階
ふ
る
さ
と
交
流
室
） 

●
育
児
相
談
　
10：
00～
11：
00 

　（
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
） 

 

●
さ
わ
や
か
セ
ミ
ナ
ー
 

　
13：
00～
15：
30（
中
央
公
民
館
） 

●
ワ
ー
ド
･エ
ク
セ
ル
復
習
 

　
9：
00～
12：
00、13：

30～
16：
30、 

　
18：
30～
21：
30（
中
央
公
民
館
） 

●
人
権
･行
政
相
談
　
10：
00～
15：
00 

　（
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
） 

●
乳
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
合
同
相
談
　
13：
00～
15：
00 

　（
仁
美
農
村
振
興
セ
ン
タ
ー
） 

●
年
金
相
談
 

　
10：
00～
12：
00、13：

00～
15：
00 

　（
熊
山
支
所
2階
第
1会
議
室
） 

●
ド
キ
ド
キ
講
座
「
自
然
観
察
会
」
 

　
9：
00～
11：
00（
熊
山
公
民
館
） 

●
星
空
講
座
無
料
観
望
会
 

　
19：
00～
21：
00（
竜
天
天
文
台
） 

●
親
子
で
た
の
し
む
お
は
な
し
か
い
 

　
14：
00～（

赤
坂
図
書
館
） 

●
お
笑
い
赤
坂
亭
定
例
寄
席
 

　
19：
00～
20：
00（
お
笑
い
赤
坂
亭
） 

●
お
は
な
し
の
お
へ
や
 

　
15：
30～
16：
00（
熊
山
図
書
館
） 

●
リ
サ
イ
ク
ル
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
 

　
〔
２５・２７

日
も
開
催
〕（
中
央
図
書
館
） 

 ●
親
子
で
た
の
し
む
お
は
な
し
か
い
 

　
14：
00～（

赤
坂
図
書
館
） 

［
医
］桜
が
丘
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

　
　
1
086-955-8025 

［
医
］井
上
内
科
 1
086-954-1902

●
パ
ソ
コ
ン
相
談
　
9：
00～
12：
00 

　（
中
央
公
民
館
） 

●
ワ
ー
ド
で
チ
ラ
シ
作
成
 

　
13：
30～
16：
30（
赤
坂
公
民
館
） 

●
エ
ク
セ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
活
用
 

　
18：
30～
21：
30（
中
央
公
民
館
） 

 

●
交
通
安
全
日
 

●
第
２
回
赤
磐
市
音
楽
祭
 

　
14：
00～
16：
00（
中
央
公
民
館
） 

 

●
３
歳
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
パ
ソ
コ
ン
相
談
　
9：
00～
12：
00 

　（
中
央
公
民
館
） 

●
ワ
ー
ド
で
チ
ラ
シ
作
成
 

　
13：
30～
16：
30（
赤
坂
公
民
館
） 

●
エ
ク
セ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
活
用
 

　
18：
30～
21：
30（
中
央
公
民
館
） 

●
ワ
ー
ド
･エ
ク
セ
ル
復
習
 

　
18：
30～
21：
30（
中
央
公
民
館
） 

 

［
医
］お
お
く
ま
皮
ふ
科
医
院
 

　
　
 1
086-955-8812 

［
医
］道
満
医
院
 1
086-957-2111

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
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1
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2
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2
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2
3

2
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2
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2
6

2
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2
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木
 金
 土
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Ｖリーグ開催の為 
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広島国税局キャラクター 

広島　主税 くん 
ひろしま ち か ら  

今年も申告の時期がやってきました 

◎所得税・住民税 改正点にご注意ください ◎所得税・住民税 改正点にご注意ください 

◎お願い ◎お願い 

１月２９日（月）～３月１５日（木） 

２月１８日（日）・２月２５日（日） 

９：００～１７：００ 

９：００～１７：００ 
（受付時間 ９：００～１６：００） 

岡山市瀬戸町瀬戸７０ 
岡山市瀬戸支所３階（第１・第２委員会室） 
 岡山市駅元町１４-１ 
ママカリフォーラム（岡山コンベンションセンター） 
 

開　設　日 相　談　時　間 会　　場　　名 

　まもなく、平成１８年分所得税・平成１９年度市県民税（住民税）の申告が始まります。 
　市では、２０ページ掲載の「申告相談日程表」のとおり、申告相談を予定しています。 
　これらの申告相談会場を利用される人は、ご自分の地域の地区別指定日に、該当の会場へお越しください。 
　なお、住民税申告に限り、市役所本庁の税務課窓口でも受け付けます。こちらは、地区別指定日がありません
ので、ご都合の良い申告相談日にお越しください。 
　申告期間中は各会場とも大変混雑し、待ち時間も長くなります。申告書や収支内訳書はできるだけ自分で作
成して提出する『自書申告』をお願いします。税務関係機関では、「申告納税制度」に基づき『自書申告』の推進・
定着に努めております。ご協力よろしくお願いします。 
　ご自身で申告書が作成できた人は、本庁税務課窓口（※申告相談を行っていない休日は、本庁舎北側の職員
通用口）に「申告書収受ポスト」を設置しますので、ご利用ください。 
　なお、申告書は郵送で提出することもできます。所得や控除の証明となる資料を添付し、確定申告書は瀬戸
税務署へ、住民税申告書は赤磐市役所税務課へお送りください。 
 
 
◇事業所得（営業、農業など）や不動産所得などを申告される人は、収支内訳書を必ず事前に作成のうえ、申告
　会場へお越しください。 
◇土地建物・株式などの譲渡所得のある人、青色申告をされる人、瀬戸税務署から別に案内のあった人などは、
　瀬戸税務署が設置する下記の相談会場で申告をしてください。 
 
 
 
 
 
 
 

　平成１９年は、次のような改正が実施されます。 

◆税源移譲（ぜいげんいじょう） 
　　国（所得税）の税収を減らし、地方（住民税）の税収を増やして、およそ３兆円の
　財源を国から地方へ移譲するため、住民税の税率が３段階から一律１０％に、所得税
　の税率が４段階から６段階に、それぞれ改正されます。 

◆所得税：定率減税の１/２縮減 
　　これまで、税額の２０％（上限２５万円）だった所得税の定率減税が、平成１８年中所
　得分から１０％（上限１２万５千円）に引き下げられます。（※なお、平成２０年２月～３
　月に確定申告をする平成１９年中所得分からはこの控除が全廃されます） 

◆住民税：定率減税の全廃 
　　平成１７年度までは所得割額の１５％（上限４万円）、平成１８年度は所得割額の７.５％（上限２万円）だった住
　民税の定率減税が、平成１９年度から全廃されます。 

◆住民税：老年者非課税措置廃止にともなう経過措置（２年目）の適用 
　　平成１７年度まで、６５歳以上で前年所得金額が１２５万円以下の人は、住民税が非課税でしたが、この非課税
　措置が平成１８年度から廃止されました。 
　　ただし、平成１７年１月１日に６５歳に達していた人（昭和１５年１月２日以前に生まれた人）で、前年の所得金額
　が１２５万円以下の人には、次のような段階的経過措置があり、今年はその２年目が適用されます。 

　　  （平成１８年度） １/３を課税 →　（平成１９年度） ２/３を課税　→　（平成２０年度） 全額課税 
 
　改正についての詳細は、広報あかいわ１２月号といっしょにお配りしたリーフレット 
　「平成１９年からあなたの所得税・住民税がかわります」をご覧ください！ 
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●営業所得・農業所得・不動産所得・一
　時所得・雑所得（公的年金等）などが
　ある場合 

　平成１８年中の各種の所得金額の合計額か
ら、基礎控除その他の所得控除を差し引き、
その金額を基として計算した税額から「配当
控除額」と「定率減税額」を差し引いて残額
のある人 

●給与所得者の場合 

™給与の収入金額が２,０００万円を超える人 
™給与や退職所得以外の所得が２０万円を超
　える人 
™給与を２カ所以上からもらっている人 

……など 

所得税（確定申告） 

申
告
が
必
要
な
人 

●給与所得者は、通常の場合「年末調整」により所得税が精算されますので
　申告の必要はありませんが、次のような人は申告をしなければなりません。 

™給与所得以外に、営業・農業・不動産・一時・雑所得等があって、それらの所得合計
　が２０万円までの人（２０万円を超えると所得税の確定申告が必要となります） 
™年の途中で退職した人や日給で働いている人など、給与・賃金の支払者から市へ給
　与支払報告書の提出がなかった人（収入の額によっては、所得税の確定申告が必要
　となる場合もあります） 

申
告
に
必
要
な
も
の 

●平成１９年１月１日現在、赤磐市に住んでいる人で、確定申告の必要はない
　（所得税はかからない）が、住民税はかかる人 
　【平成１８年中のすべての所得の合計金額が〔２８万円×（控除対象配偶者及び扶養
親族の数＋１）＋１６万８千円〕を超える人※本人のみの場合は２８万円を超える人】 

●国保世帯、介護保険第1号被保険者世帯の人（※本ページ最下欄参照） 

◇なお、高齢者で収入が公的年金のみのような場合、その額によっては、便宜上、申告
　に代えて、社会保険庁などから市へ送付される年金資料をもとに課税をさせてい
　ただくことがあります。 

※なお、所得税の確定申告をした人は、あらためて市県民税の申告をする必要はありません。 

★印鑑（シャチハタは不可）と次のもの 
●申告書が送付されている人は、その申告書 

●給与、雑所得（公的年金や個人の定期年金など）、一時所得（生
　命保険や損害保険の満期など）、配当所得などのある人は、源
　泉徴収票や支払調書の原本（コピー不可） 

●社会保険料控除を受ける人は、国民健康保険税・任意継続の
　社会保険料・介護保険料などの領収書または支払った金額の
　分かるもの。また、国民年金保険料については、保険料を支払
　ったことを証明する書類（社会保険庁から事前に送付される「国
　民年金保険料控除証明書」 または保険料の領収証書） 

●生命保険料控除、損害保険料控除を受ける人は、支払保険料
　の証明書  

●医療費控除を受ける人は、支払った医療費の領収書、保険など
　で補てんされた金額があればその明細書、寝たきりの人など
　のおむつ使用証明書など（支払った医療費や補てん額につい
　ては、事前に計算しておいてください） 

●寄付金控除を受ける人は、寄付金の受領証など 

●住宅借入金等特別控除を受ける人は、登記簿謄本、売買契約
　書の写し、住民票の写し、増改築等工事証明書、住宅取得資金
　に係る借入金の年末残高等証明書など（住宅借入金等特別控
　除についての詳細・申告相談については、瀬戸税務署へお問
　い合わせください） 

◎税の還付を受ける人は、申告されるご本人の預金口座の分か
　るもの 

◎国保税・介護保険料にかかる申告について◎ 
　国民健康保険に加入されている世帯、または、介護保険第１号被保険者（６５歳以上の人）のおられる世帯に属す
る人は、国保税や介護保険料の算定のため、所得の多少にかかわらず申告をしてください。所得のない人も「所
得がないこと」を必ず「住民税申告」してください。国民健康保険税は、申告がなければ、税の減額要件に該当す
る場合でもその適用を受けられませんので、ご注意ください。 

市県民税（住民税） 

◎所得税・住民税 改正点にご注意ください 

◎お願い 

◇遺族年金や障害年金等は非課税ですので、所得に算入する必要はありません。 
　なお、国保加入世帯や介護保険第1号被保険者（６５歳以上の人）のおられる世帯の人で非課税所得のみの人は、
　「所得がないこと」を必ず「住民税申告」してください。（※本ページ最下欄参照） 
 
◇平成１８年中に満期を迎えたり解約をしたりした生命保険や損害保険等があった場合、それらは「一時所得」に該
　当しますので、場合によっては申告が必要です。 

　　　　　◎一時所得の金額 ＝ 保険金の支払金額 － 必要経費〈既払込保険料等〉 － 特別控除額５０万円 

　　　　　　　　　　　　　　　＊上記で算出した額の１/２が課税の対象となります。 
 
◇公的年金等以外に、個人でかけている郵便局や農協、生命保険会社等の年金があった場合は「雑所得」として申
　告の必要な場合があります。 

　　　　　◎雑所得（公的年金等以外）の金額 ＝ 年金の支払金額 － 必要経費〈年金の支払金額に対応する保険料〉 

申 告 の て び き  
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月 

火 
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金 

月 

火 

水 

木 

本庁（２階大会議室） 

本庁（２階大会議室） 

本庁（２階大会議室） 

高月公民館 

高月公民館 

本庁（２階大会議室） 

本庁（２階大会議室） 

本庁（２階大会議室） 

本庁（２階大会議室） 

西山公民館 

西山公民館 

西山公民館 

本庁（２階大会議室） 

本庁（２階大会議室） 

本庁（２階大会議室） 

本庁（２階大会議室） 

本庁（２階大会議室） 

本庁（２階大会議室） 

本庁（２階大会議室） 

本庁（２階大会議室） 

本庁（２階大会議室） 

山陽１～３丁目 

山陽４～７丁目 

山陽１～７丁目 

馬屋・岩田 

和田・穂崎 

長尾・立川 

平日都合の悪い人 

河本・下市 

桜が丘西１～５丁目 

鴨前・斗有 

下仁保・西山団地・上仁保 

西中 

桜が丘西６～１０丁目 

桜が丘西全域 

熊崎・南方・斎富 

沼田・中島 

日古木・二井・高屋 

上市・正崎・五日市 

尾谷・津崎・神田 

山陽全地区 

山陽全地区 

月 日 対象地区 会　　場 曜日 
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桜が丘いきいき交流センター 

桜が丘いきいき交流センター 

桜が丘いきいき交流センター 

桜が丘いきいき交流センター 

桜が丘いきいき交流センター 

桜が丘いきいき交流センター 

桜が丘いきいき交流センター 

桜が丘いきいき交流センター 

桜が丘いきいき交流センター 

英国庭園 

英国庭園 

くまやまふれあいセンター 

くまやまふれあいセンター 

くまやまふれあいセンター 

くまやまふれあいセンター 

くまやまふれあいセンター 

くまやまふれあいセンター 

くまやまふれあいセンター 

くまやまふれあいセンター 

くまやまふれあいセンター 

くまやまふれあいセンター 

可真下 

可真上・野間 

桜が丘東１・２丁目 

桜が丘東３・４丁目 

桜が丘東５丁目 

桜が丘東６丁目 

平日都合の悪い人 

可真・桜が丘東全域 

弥上・稗田・石蓮寺 

沢原・佐古 

殿谷・岡・酌田 

勢力・千躰 

奥吉原 

円光寺・吉原 

河田原・釣井 

徳富・小瀬木・松木 

小野田・豊田全地区 

熊山全地区 

熊山全地区 

熊山全地区 

熊山全地区 

月 日 対象地区 会　　場 曜日 

16

19

20

21

22

23

25

26

27

28

1

2

5

6

7

8

9

12

13

14

15

2

3

金 

月 

火 

水 

木 

金 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

笹岡公民館 

笹岡公民館 

笹岡公民館 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

坂辺・下分 

惣分・大屋・大屋下・山手 

小原･奥小原･小原上･出屋 

西軽部 

東軽部 

町苅田 

平日都合の悪い人 

東窪田 

南佐古田・多賀 

北佐古田・今井 

由津里 

山口 

西窪田 

大苅田 

赤坂全地区 

赤坂全地区 

赤坂全地区 

赤坂全地区 

赤坂全地区 

赤坂全地区 

赤坂全地区 

月 日 対象地区 会　　場 曜日 

16

19

20

21

22

23

25

26

27

28

1

2

5

6

7

8

9

12

13

14

15

2

3

金 

月 

火 

水 

木 

金 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

吉井支所（２階第１会議室） 

吉井支所（２階第１会議室） 

吉井支所（２階第１会議室） 

吉井支所（２階第１会議室） 

吉井支所（２階第１会議室） 

吉井支所（２階第１会議室） 

吉井支所（２階第１会議室） 

山方研修センター 

山方研修センター 

山方研修センター 

佐伯北研修センター 

佐伯北研修センター 

竜天くついし夢の里会館 

仁美農村振興センター 

仁美農村振興センター 

仁美農村振興センター 

仁美農村振興センター 

布都美林間学校 

布都美林間学校 

是里多目的研修施設 

吉井支所（２階第１会議室） 

河原屋・草生 

周匝（中之町） 

周匝（下之町） 

周匝（中之町・下之町以外の方） 

中村 

福田 

平日都合の悪い人 

黒本 

黒沢 

滝山・中山（松ヶ峯を除く） 

仁軒屋・石・八島田・暮田 

稲蒔･高田･光木･中山（松ヶ峯） 

戸津野・中勢実 

塩木・平山 

仁堀東 

仁堀中 

仁堀西 

小鎌中・小鎌上・西勢実 

合田･中畑･石上･小鎌下･広戸 

是里 

吉井全地区 

月 日 対象地区 会　　場 曜日 

【申告相談受付時間】午前９時～午後４時 
※高月公民館および西山公民館は、午前９時～午後３時 

●山陽地域 
【申告相談受付時間】午前９時～午後４時 
●熊山地域 

【申告相談受付時間】午前９時～午後４時 
●赤坂地域 

【申告相談受付時間】午前９時～午後４時 
●吉井地域 

◎所得税：瀬戸税務署 個人課税部門／〒７０９-０８６１ 岡山市瀬戸町瀬戸７０／1０８６-９５２-１１５５ 

◎住民税：赤磐市役所 税務課 市民税係／〒７０９-０８９８ 赤磐市下市３４４／1０８６-９５５-０９５１ 
問い合わせ先 
および郵送先 

申 告 相 談 日 程 表 
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犯
罪
被
害
者
の
人
権
を
守
ろ
う
と
す
る

動
き
が
、
近
年
活
発
化
し
て
い
ま
す
。
犯

罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
は
、
そ
の
事
件
に
よ
っ

て
直
接
被
害
を
受
け
る
だ
け
で
は
な
く
、

心
な
い
人
々
の
風
評
な
ど
に
よ
り
名
誉
を

傷
つ
け
ら
れ
た
り
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
行

き
過
ぎ
た
報
道
に
よ
っ
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
侵
害
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
の
二
次
的
被

害
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
捜
査
活
動
や
裁
判
に
伴
い
精
神
的
・

経
済
的
負
担
に
も
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
犯
罪
被
害
者
の
権
利
を
明
文

化
し
、
支
援
す
る
こ
と
を
責
務
と
位
置
づ

け
た
「
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
」
が
平
成

十
六
年
十
二
月
に
制
定
さ
れ
、
ま
た
、
そ

の
他
の
関
連
法
の
整
備
も
引
き
続
き
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
法
制
度
上
で
犯
罪
被
害
者

を
支
え
る
動
き
が
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち

一
人
一
人
が
、
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族

の
置
か
れ
た
状
況
を
正
し
く
理
解
し
、
人

権
的
視
点
を
持
っ
て
接
す
る
心
を
磨
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

  

人 

権 

コ 

ラ 

ム 

10
 

　
市
で
は
、
十
二
月
十
日
（
日
）
に
第
五
十
八
回

人
権
週
間
（
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
）
の
一
環
と

し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
「
生
活
笑
百
科
」
で
お
な

じ
み
の
野
間
督
司
弁
護
士
を
講
師
に
迎
え
、
く
ま

や
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
「
人
権
を
考
え
る
つ

ど
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　

「
暮
ら
し
の
中
の
人
権
」
と
題
し
て
の
講
演
で
は
、

日
常
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
り
得
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
、
新
し
い
話
題
や

過
去
の
事
例
に
触
れ
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
説
明

さ
れ
、
会
場
に
詰
め
か
け
た
参
加
者
も
人
権
の
大

切
さ
に
つ
い
て
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。 

「
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
」
開
催 

人

権

を

身

近

に

と

ら

え

よ

う 



●本庁代表 
　1086-955-1111 
●赤坂支所代表 
　1086-957-2222 
●熊山支所代表 
　108699-5-1211 
●吉井支所代表 
　1086-954-1111

22広報あかいわ（平成19年2月号） 

　赤磐市結婚推進協議会では、赤磐市に在住の結
婚希望者に対し、配偶者の仲介をボランティアで
行っています。 
　２カ月に１回結婚推進会議を行っていますので、
ご希望の人はお気軽にご連絡ください。 
 
　 【問い合わせ・申し込み先】 
　　™本 庁 産 業 振 興 課　1０８６-９５５-６１７５ 
　　™赤坂支所産業建設課　1０８６-９５７-４８２４ 
　　™熊山支所産業建設課　1０８６９９-５-１２１７ 
　　™吉井支所産業建設課　1０８６-９５４-１３１９ 
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２月９日（金） 
午後１時～４時 

本庁２階 
第１会議室 

３月２日（金） 
午後１時～４時 

３月２日（金） 
午前１０時 

２月２０日（火） 
午前１０時 
　～午後３時 

２月１６日（金） 
午後１時～３時 

２月７日（水） 
午後1時～３時 

２月２１日（水） 
午後１時～３時 

山陽産業会館２階 
ふるさと交流室 

赤坂健康管理 
センター 

熊山保健福祉 
総合センター 

吉井会館 
農事実習室 

赤磐市仁美農村 
振興センター 

【人権】 
【行政】 

【人権】 
【行政】 

【心配ごと】 

【心配ごと】 
【人権】 
【知的障害】 

【人権】【行政】 
【身体障害】 
【知的障害】 
【心配ごと】 

【心配ごと】 
【人権】 
【行政】 

【無料法律】 
岡山弁護士会 
所属弁護士 
™奥田哲也 
™賀川進太郎 

予約制 

予約制 
（一人３０分） 
破産・債務整理の
相談は随時受付 

【無料法律】【人権】 
¡本庁市民課 
　人権啓発係 
　1０８６-９５５-１１１４ 
【行政】 
¡本庁生活環境課 
　1０８６-９５５-４７８３ 

¡熊山支所市民生活課 
　1０８６９９-５-１２１４ 
¡社会福祉協議会 
　熊山支所 
　1０８６９９-５-２３３６ 

¡吉井支所市民生活課 
　1０８６-９５４-１１８３ 
¡社会福祉協議会 
　吉井支所 
　1０８６-９５４-２５３３ 

¡赤坂支所市民生活課 
　1０８６-９５７-４８２１ 

山
陽
地
域 

赤
坂
地
域 

熊
山
地
域 

吉
井
地
域 

日　　　時 場　　　所 備　　　考 問い合わせ先 相談内容 

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。 

　
市
内
い
ず
れ
の
地
域
で
も
各
相
談
を
受
け
ら
れ
ま
す
。 

※
山
陽
・
赤
坂
地
域
の
心
配
ご
と
相
談
に
つ
い
て
は
、 

　
社
会
福
祉
協
議
会
各
支
所
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

※ 
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システム設備科 
各 科 
２０人 

™新規高等学校卒業者 
™離転職者（原則として３０ 
　歳以下の人） 

™新規中・高等学校卒業者 
™離転職者 

™離転職者 

１年間 

６カ月 

１５人 

２０人 

電気設備科 

情報ビジネス科 

木工第一科 

福祉ヘルパー科 

科　　　名 訓練期間 対　　象　　者 定　　員 

　岡山県議会議員選挙が、３月３０日（金）告示、４月８日（日）投票の日程で行われます。 

　このたびの選挙から、選挙区と定数が多くの選挙区で変わり、１８選挙区で、５６人の議員が選ば

れることになります。 

　本市の選挙区は赤磐市選挙区で、選出する議員の定数は１人となっています。 

　また、県議会議員選挙では、年齢満２０歳以上の日本国民で、県内の市町村の区域内に引き続き

３カ月以上住所を有する皆さんが、その市町村で投票することができます。 

　このたびの選挙は、岡山県の将来を託す大変重要な選挙です。皆さんそろって投票しましょう。 

岡山県議会議員選挙 
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18年12月中 

17年12月中 

増 減  

18年12月末 

17年12月末 

増 減  

115 

169 

－54 

1,166 

1,304 

－138

31 

42 

－11 

361 

396 

－35

0 

0 

0 

5 

4 

＋1

4 

6 

－2 

43 

40 

＋3

46 

44 

＋2 

464 

504 

－40

84 

127 

－43 

805 

908 

－103

総件数 区分 
年 

人身 
件数 

死亡 
者数 

重傷 
者数 

軽傷 
者数 

物損 
件数 

●平成18年赤磐市交通事故発生状況（12月） 

　税務職員が納税者に電話でお問い合わせする場合は、提出していただい
た申告書などをもとに、その内容をご本人に確認していただくことを原則と
しています。 

税務署や国税局では、 
　q還付金受け取りのために金融機関などの現金自動預け払い機（ＡＴＭ）
　　の操作を求めることはありません。 
　w国税の納税のために金融機関の口座を指定して振り込みを求める
　　ことはありません。 
　eフリーダイヤルの電話は設置していません。 

不審なことがあれば、お問い合わせください。 
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■部門別職員数の状況（一般職に属する職員数） 

■勤務時間の状況（平成１８年７月１日現在） 

■職員の分限および懲戒処分の状況 
q分限処分の状況（H１７年４月１日～平成１８年３月３１日） 

w懲戒処分の状況（H１７年４月１日～平成１８年３月３１日） 

■休暇などの取得状況（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日） 

（各年４月１日現在） 

職　　員　　数　（人） 対前年増減数（人） 

議　　　会 

総　　　務 

税　　　務 

民　　　生 

衛　　　生 

農 林 水 産 

商　　　工 

土　　　木 

小　　　計 

教　　　　　　　育 

病　　　院 

水　　　道 

下　水　道 

そ　の　他 

小　　　計 

合　　　　　　　計 

8 

96 

29 

73 

43 

34 

1 

35 

319 

141 

45 

19 

20 

22 

106 

566

8 

103 

28 

73 

41 

31 

1 

33 

318 

142 

47 

19 

20 

22 

108 

568

8 

100 

29 

76 

39 

28 

1 

32 

313 

136 

44 

19 

20 

23 

106 

555

5 

107 

24 

77 

41 

30 

1 

29 

314 

118 

42 

19 

25 

13 

99 

531

5 

91 

25 

81 

42 

31 

1 

31 

307 

119 

41 

20 

24 

13 

98 

524

　 

4 

　 

△7 

1 

△2 

　 

△1 

△5 

△1 

1 

△1 

1 

△4 

△3 

△9

　 

7 

△1 

　 

△2 

△3 

　 

△2 

△1 

1 

2 

　 

　 

　 

2 

2

　 

△3 

1 

3 

△2 

△3 

　 

△1 

△5 

△6 

△3 

　 

　 

1 

△2 

△13

△3 

7 

△5 

1 

2 

2 

　 

△3 

1 

△18 

△2 

　　 

5 

△10 

△7 

△24

　 

△16 

1 

4 

1 

1 

　 

2 

△7 

1 

△1 

1 

△1 

　 

△1 

△7

一
　
　
般
　
　
行
　
　
政 

公
営
企
業
等 

区分 

部門 平１４ 平１５ 平１６ 平１７ 平１８ 平１４ 平１５ 平１６ 平１７ 平１８ 

１週間の正規の勤務時間 1日の正規の勤務時間 勤務時間の開始時刻 勤務時間の終了時刻 休　憩　時　間 

40時間 8時間 8時30分 17時30分 1時間 

免　　　　　職 降　　　　　任 休　　　　　職 降　　　　　給 

合　　　　　計 

0人 0人 2人 0人 2人 

免　　　　　職 停　　　　　職 減　　　　　給 戒　　　　　告 

合　　　　　計 

0人 0人 0人 1人 1人 

年次有給休暇（平均取得日数） 介　　護　　休　　暇 育　　児　　休　　業 部　　分　　休　　業 

7．8日 0人 7人 0人 

※年次有給休暇は、暦年（平成17年）で集計しています。 
※育児休業は、3歳に満たない子を養育するため、子が3歳に達する日までを限度として、休業することができる制度であり、
　育児休業期間中に給与は支給されません。 
※部分休業は、3歳に満たない子を養育するため、子が3歳に達する日までを限度として、1日の勤務時間の一部（2時間以内）
　について勤務しないことができる制度であり、部分休業期間中は、給与は減額されます。 

※職場により異なる場合があります。 
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■人件費の状況（普通会計決算） 

区　　分 
住民基本台帳人口 
（平成１７年度末） 

歳出額 
（Ａ） 

実質収支 人件費 
（Ｂ） 

人件費率 
（Ｂ／Ａ） 

（参考）平成１６年度 
の人件費率 

平成17年度 45,360人 16,874,116千円 1,454,447千円 3,555,709千円 21.1％ 19.9％ 

■職員給与費の状況（普通会計決算） 

区　　分 
職員数 
（Ａ） 給　　料 

給　　　　　　　与　　　　　　　費 

職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ） 
一人当たり給与費 
（Ｂ／Ａ） 

平成17年度 427人 1,560,760千円 229,103千円 651,429千円 2,441,292千円 5,717千円 

※職員手当には退職手当を含まない。 
※職員数は、平成17年４月１日現在の人数である。  

■ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在） ■特別職の報酬などの状況（平成１８年４月１日現在） 

区　　分 ラスパイレス指数 

平成18年 

平成17年 
（参考） 

93.4

93.9

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とし
　た場合の地方公務員の給与水準を示す指数である。 

■一般行政職員の平均年齢、平均給料月額および 
　平均給与月額の状況（平成１８年４月１日現在） 

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 

赤磐市 

国 

335,094円 

328,477円 

43.3歳 

40.4歳 

369,410円 

381,212円 

区　　分 給　　料　　月　　額　　等 

市　長 

助　役 

890,000円 

700,000円 

議　長 

副議長 

議　員 

455,000円 

380,000円 

350,000円 

市　長 

助　役 

市　長 

助　役 

議　長 

副議長 

議　員 ■職員の初任給の状況（平成１８年４月１日現在） 

区　　　　分 赤磐市 国 

一　般 
行政職 

技　能 
労務職 

教育職 

大学卒 

高校卒 

高校卒 

中学卒 

大学卒 

短大卒 

170,200円 170,200円 

138,400円 138,400円 

135,600円 ― 

123,900円 ― 

170,200円 ― 

148,000円 ― 

（平成17年度支給割合）　3.35 
（加算措置の状況）　25％+15％加算 

（平成17年度支給割合）　3.35 
（加算措置の状況）　15％加算 

退職又は死亡1年前の
給料総額の1/12に相当
する額×500/100×年数 

退職又は死亡1年前の
給料総額の1/12に相当
する額×300/100×年数 

（算定方式） （支給時期） 

（任期ごと） 

（任期ごと） 

給
　
　
料 

報
　
　
　
　
酬 

退
　
　
職
　
　
手
　
　
当 

期
　
　
末
　
　
手
　
　
当 

※詳しい内容は、赤磐市ホームページをご覧ください 
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このコーナーでは、 
皆さんからの投稿を 
お待ちしています。 

企画課公聴広報係  1０８６－９５５－２６９２ 
 

★
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

　
周
匝
コ
ス
モ
ス
祭
り
実
行
委
員
会
 

　
日
ご
ろ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、第
二
十
 

 

七
回
岡
山
県
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
、

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
部
で
特
選（
岡
山
県

知
事
賞
）を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
 

二
月
十
一
日（
日
）、午
後
三
時
〜
 
岡
山
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
上
演
 

　
美
し
い
吉
備
の
国
、
両
宮
山
古
墳
に
ま
つ
わ
る 

　
伝
説
が
オ
ペ
ラ
に
な
り
ま
し
た
。 

　
三
曲
「
尺
八
・
箏（
こ
と
）・

三
絃
（
し
ゃ
み
せ
ん
）
」
同
好
者

の
相
互
交
流
と
合
奏
技
量
の
向

上
を
目
指
し
て
、
所
属
の
流
派

や
グ
ル
ー
プ
不
問
の
合
同
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

 【
日
　
時
】
 

　
三
月
十
八
日
（
日
）
 

　
午
前
十
時
〜
午
後
二
時
 

【
場
　
所
】
 

　
高
月
公
民
館
 

【
参
加
費
】
 

　
千
円
（
弁
当
代
含
む
）
 

【
研
修
曲
】
　
 

™
六
段
の
調
（
八
橋
検
校
）
 

™
合
奏
曲
六
段
（
長
沢
勝
俊
）
 

™
尺
八
本
曲
、
五
十
鈴
川
（
中

　
尾
都
山
）
 

【
そ
の
他
】
 

　
自
己
の
楽
器
を
持
参
願
い
ま

す
。
当
日
は
新
年
度
の
総
会
も

行
い
ま
す
。
 

【
主
　
催
】
 

　
赤
磐
市
三
曲
協
会
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　
 

　
三
曲
協
会
代
表
 
水
島
　
 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）２
５
４
９
 

【
日
　
時
】
 

　
二
月
二
十
四
日
（
土
） 

　
午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分 

【
場
　
所
】
 

　
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

【
講
　
師
】
 

　
岡
山
商
科
大
学
大
学
院
教
授 

　
多
田
憲
一
郎
（
赤
磐
市
行
財
　

　
政
改
革
審
議
会
会
長
） 

【
内
　
容
】 

　
男
女
共
同
参
画
に
基
づ
く
「
人
“い

き
い
き
”ま
ち
“き
ら
り
”」
活
動
に

つ
い
て 

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】 

　
赤
坂
公
民
館
内
赤
磐
市
女
性
の
会 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）２
２
１
１ 

　
十
一
月
二
十
六
日
（
日
）
、

赤
坂
体
育
セ
ン
タ
ー
で
、
精
神

障
害
者
の
交
流
事
業
と
し
て
「
岡

山
県
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
in

東
備
」
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

　
「
病
気
に
負
け
な
い
姿
勢
に

繋
げ
よ
う
」
と
選
手
宣
誓
の
も

と
、
参
加
し
た
七
チ
ー
ム
は
各

二
試
合
を
行
い
優
勝
を
目
指
し

ま
し
た
。 

　
私
た
ち
「
東
備
イ
ー
グ
ル
ス
」

は
第
一
試
合
で
は
二
対
〇
と
ス

ト
レ
ー
ト
で
快
勝
。
第
二
試

合
で
は
強
豪
チ
ー
ム
と
接
戦

の
末
、
二
対
一
で
の
敗
北
。

結
果
と
し
て
は
、
グ
ル
ー
プ

Ａ
で
第
二
位
と
な
り
ま
し
た
。 

　
次
の
目
標
「
優
勝
」
を
合

言
葉
に
、
チ
ー
ム
力
を
つ
け
、

「
東
備
イ
ー
グ
ル
ス
」
選
手

一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

皆
さ
ん
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

〈
イ
ー
グ
ル
ス
選
手
一
同
〉 



吉　井　支　部 

栄養
委員
の 

▲みんなでハナミズキを植樹 
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野 菜 ス ー プ 

◆材料（４人分） 
　¡ウインナー 小サイズ ２０本 
　¡キャベツ 小 ４枚　¡人参 約３ 
　¡コンソメ １個　¡水 ８００cc 
　¡塩、こしょう 少々 
◆作り方 
　qキャベツ、人参をあらい千切りにする。 
　wウインナーは小さく切る。 
　e鍋に水を入れコンソメ、人参、キャベツ、
　　ウインナーを入れて火が通ったら、塩、
　　こしょうを入れて味をととのえる。 
　r好みでみじん切りにして、水にさらし
　　たパセリをちらす。 

●活動紹介 
　１２月８日、城南小学校で、３年生の親子を
対象に食育教室を開催。親子、栄養委員４０
人が４班に分かれて、野菜スープ、おにぎり
二種、チーズ入りオムレツなど８種類のメ
ニューに挑戦しました。 
　みんなで楽しい会食の後、栄養委員から
食事バランスガイドの説明が行われました。
初めて知る人も多かったようなので、さら
に栄養委員で普及活動を積極的に行って
いきたいと思います。 
　この日の献立の野菜スープは２年前の“朝
食食べよう”大作戦in東備で優秀賞をもらっ
たものです。 

　
十
二
月
十
日
（
日
）
、
精
神
障
害
者
作
業
所
「
わ

か
た
け
作
業
所
」
で
、
「
作
業
所
祭
り
」
を
開
催

し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
地
域
の
多
く
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
い

た
だ
き
、
ま
た
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
・
ハ
ー
モ
ニ

カ
演
奏
・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
地
域
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
も
い
た
だ
き
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
。 

　
み
ん
な
で
ひ
と
つ
の
目
的
に
向
か
っ
て
、
力
を

合
わ
せ
て
達
成
で
き
た
喜
び
が
、
更
な
る
ス
テ
ッ

プ
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、
地
域
に

根
付
い
た
作
業
所
作
り
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

〈
わ
か
た
け
作
業
所
通
所
生
・
指
導
員
〉 

（城南小学校5年・伊藤 恋さん作品） 

山
陽
二
丁
目
花
の
会
 

　
山
陽
二
丁
目
花
の
会
で
は
、
昨

年
十
一
月
に
会
発
足
十
周
年
を
迎

え
、
こ
れ
を
祝
っ
て
ふ
れ
あ
い
花

壇
で
記
念
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。 

　
地
域
住
民
で
構
成
す
る
メ
ン
バ

ー
の
ほ
か
、
地
元
の
子
ど
も
会
と

保
護
者
の
皆
さ
ん
約
八
十
人
が
参

加
し
て
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
な
ど
約
百
五

十
本
を
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
思
い

を
込
め
、
丁
寧
に
植
え
ま
し
た
。 

　
今
年
も
美
し
い
花
が
皆
さ
ん
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
お
立
ち
寄
り
ご
鑑
賞
く

だ
さ
い
。 

〈
山
陽
二
丁
目
花
の
会
　
　
　 

代
表
・
松
田
喜
久
代
〉 



１２・１月のできごと 
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子
ど
も
い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ 

　
十
二
月
十
日（
日
）、中
央
公
民
館
で「
子
ど
も
い
き
い
き
フ
ェ

ス
タ
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、県
備
前
県
民
局
な
ど
で
つ
く
る
実
行
委

員
会
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
も
の
で
、行
政
と
地
域
住
民
が
協
働

で
、次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
健
や
か
に
生
ま
れ
育

つ
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。 

　
会
場
に
は
人
形
劇
や
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、リ
ズ
ム
遊
び
な

ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
設
け
ら
れ
、参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は

心
も
体
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、親
を
対
象
と
し
た
講
演
会
で
は
、世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
会
職
員
な
ど
を
務
め
る
天
野
秀
昭
さ
ん
に
、「
子
ど
も
は

大
人
の
育
て
の
親
」
と
題
し
て
、大
人
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
十
二
月
八
日（
金
）、現
在
赤
磐
市
吉
井

郷
土
資
料
館
と
し
て
活
用
し
て
い
る
旧
仁
堀

尋
常
高
等
小
学
校
本
館
が
、赤
磐
市
で
は
初

と
な
る
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
旧
仁
堀
小
学
校
本
館
は
、昭
和
二
年
に
岡

山
県
技
師
に
よ
る
設
計
で
建
て
ら
れ
た
木
造

二
階
建
て
の
洋
風
校
舎
で
、中
央
部
分
の
玄

関
ポ
ー
チ
と
懸
魚
付
き
の
と
ん
が
り
屋
根
が

こ
の
建
物
の
象
徴
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、内
部

の
黒
光
り
す
る
廊
下
な
ど
、当
時
の
面
影
を

残
し
て
い
ま
す
。 

　
館
内
に
は
、農
具
や
身
の
回
り
の
生
活
道

具
な
ど
、民
俗
資
料
が
た
く
さ
ん
展
示
し
て

あ
り
、建
物
と
同
様
に
レ
ト
ロ
な
資
料
が
豊

富
で
す
。ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
開
催 

　
十
月
二
十
五
日
か
ら
十
二
月
十
二
日
ま
で
、男

女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
が
市
役
所
お
よ
び
市
立
中

央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
と
能
力
を
十
分
発
揮
し
、い
き
い
き
と
し

た
生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社

会
を
目
指
し
、男
女
が
共
に
学
び
、共
に
考
え
る

機
会
を
提
供
す
る
た
め
、男
女
共
同
参
画
団
体
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
市
が
共
催
で
実
施
し
た
も
の
で
す
。 

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、計
四
日
間
の
日
程
で
メ
デ

ィ
ア
・
仕
事
と
家
庭
の
両
立
・
健
康
・
介
護
・
ま
ち
づ

く
り
、Ｄ
Ｖ
な
ど
八
つ
の
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
基
礎
的
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、専
門
の
講
師
を
招

き
学
習
す
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、参
加
し
た
受

講
者
は
、普
段
の
生
活
の
中
の
身
近
な
男
女
共
同

参
画
に
つ
い
て
考
え
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

s
思
い
思
い
の
色
を
ぬ
り 

　
自
分
だ
け
の
人
形
が 

　
で
き
あ
が
り
ま
す
。 

s
吉
井
支
所
の
隣
に
あ
る 

　
資
料
館
の
外
観 

　
先
生
の
厳
し
く
楽
し
い
指
導
で
、 

t
ど
ん
ど
ん
リ
ズ
ム
に
の
り
ま
す
。 

▲公開講座「あなたのからだ、こころを 
　　　　　　　　　　　大切にしていますか？」 

★
吉
井
川
河
川
敷
で
親
子
で
た
こ
あ
げ
を 

　
楽
し
む
周
匝
保
育
園
児
た
ち 

げ

ぎ
ょ 
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▼
深
夜
、の
ど
が
痛
く
寒
気
が
す
る
。

ど
う
も
風
邪
を
引
い
た
ら
し
い
。
風
邪

薬
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
は
、風
邪
の
引

き
は
じ
め
に
○
○
…
。
と
い
う
の
が
あ

る
し
、一
方
で
風
邪
を
引
い
て
も
薬
を

飲
ま
ず
に
熱
を
出
し
て
治
す
ほ
う
が
い

い
と
言
っ
て
い
る
医
学
情
報
の
テ
レ
ビ

番
組
も
あ
る
し
…
と
考
え
た
挙
句
、薬

も
な
い
こ
と
だ
し
、う
が
い
を
し
て
寝

た
。
し
か
し
、朝
や
っ
ぱ
り
の
ど
が
痛
む
。

そ
こ
で
薬
局
へ
行
っ
て
風
邪
薬
と
ビ
タ

ミ
ン
剤
を
買
っ
て
き
て
、さ
ぁ
ど
う
し
ょ

う
と
思
っ
た
と
き
薬
が
あ
る
と
い
う
安

心
感
で
痛
み
が
和
ら
い
だ
。
ま
さ
に
病

は
気
か
ら
と
い
う
の
が
わ
か
っ
た
瞬
間

だ
っ
た
。
世
の
中
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い

る
。
何
に
頼
っ
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。

自
分
の
考
え
が
ど
ん
ど
ん
情
報
に
流

さ
れ
頼
り
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

広
報
紙
も
情
報
の
ひ
と
つ
と
し
て
、責

任
を
重
く
感
じ
る
。 

▼
成
人
式
の
取
材
に
行
っ
た
。
こ
の
笑

顔
の
若
者
た
ち
が
、社
会
に
出
て
、親

に
な
っ
て
、老
い
て
い
く
こ
ろ
に
は
。
ま

す
ま
す
情
報
が
あ
ふ
れ
た
時
代
に
な
っ

て
、ど
ん
な
世
の
中
に
な
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
と
想
い
を
は
せ
た
。 

（
え
む
・
テ
ィ
） 
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十
二
月
九
日（
土
）、中
央
公
民
館
で
赤
磐
地

区
青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会
主
催
の
明
る
い
家

庭
づ
く
り
作
文
の
発
表
会
・
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
赤
磐
市
と
瀬
戸
町
の
小
・
中
学
生
、保
護
者

か
ら
二
千
三
百
九
十
八
点
の
応
募
が
あ
り
、最

優
秀
賞
九
点
を
は
じ
め
五
十
九
点
の
入
賞
作
品

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、最
優
秀
賞
の
作
品
の
発
表
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
最
優
秀
賞（
赤
磐
市
分
）の
皆
さ
ん
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
） 

　¡

大
口
　
　
慶（
石
相
小
一
年
） 

　¡

西
山
　
倖
樹（
山
陽
東
小
二
年
） 

　¡

榮
谷
　
魁
人（
山
陽
北
小
三
年
） 

　¡

平
田
　
　
光（
山
陽
北
小
四
年
） 

　¡

万
道
　
　
茜（
笹
岡
小
五
年
） 

　¡

横
山
紗
千
代（
磐
梨
中
三
年
） 

青
年
海
外
協
力
隊
員
が
表
敬
訪
問 

野
菜
品
評
会 

　
十
二
月
十
五
日（
金
）、あ
か
い
わ
農
協
山
陽

支
店
と
市
の
共
催
で
野
菜
品
評
会
が
行
わ
れ
百

七
十
三
点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
品
評
会
で
は
、外
観
、形
状
お
よ
び
バ
ラ
ン
ス
・

着
色
な
ど
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。 

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
） 

【
市
長
賞
】
　 

　¡

矢
吹
　
公
男（
沼
田
・ハ
ク
サ
イ
） 

【
組
合
長
賞
】 

　¡

森
末
美
津
子（
戸
津
野
・
大
カ
ブ
） 

【
努
力
賞
】
　 

　¡

新
本
　
妙
子（
河
本
・
長
ダ
イ
コ
ン
） 

　¡

小
倉
慶
司
郎（
穂
崎
・
カ
ブ
ラ
） 

　¡

花
房
　
洋
子（
高
屋
・
ニ
ン
ジ
ン
） 

　¡

小
坂
　
　
要（
下
仁
保
・
キ
ャ
ベ
ツ
） 

　¡

中
桐
　
和
子（
西
中
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
） 

　¡

楢
原
　
妙
子（
斗
有
・
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
） 

　¡

国
末
　
宏
章（
馬
屋
・
ネ
ギ
） 

　¡

中
桐
恵
美
子（
西
中
・ハ
ク
サ
イ
） 

　¡

真
野
　
安
子（
津
崎
・
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
） 

　¡

長
沼
　
幸
枝（
下
仁
保
・
シ
ュ
ン
ギ
ク
） 

　
国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）青
年
海
外
協
力

隊
員
の
坂
本
知
穂
さ
ん（
由
津
里
）が
出
発
あ
い

さ
つ
の
た
め
、市
役
所
に
荒
嶋
市
長
を
表
敬
訪
問

さ
れ
ま
し
た
。 

　
坂
本
さ
ん
は
、一
月
九
日
か
ら
、カ
ン
ボ
ジ
ア
南

部
の
プ
レ
イ
ヴ
ェ
ン
州
に
初
代
隊
員
と
し
て
二
年

間
派
遣
さ
れ
、現
地
の
中
学
校
教
員
養
成
校
で
、

理
科
実
験
器
具
の
使
い
方
や
授
業
の
指
導
に
携

わ
ら
れ
ま
す
。 

　
「
大
学
時
代
に
、二
度
訪
問
し
て
興
味
が
膨
ら
ん

だ
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
、現
地
の
言
葉
を
駆
使
し
て
自

分
の
能
力
を
精
い
っ
ぱ
い
発
揮
し
た
い
」
と
元
気
よ

く
抱
負
を
語
ら
れ
ま
し
た
。 

▲市長から激励を受ける坂本さん 

▲みごとな野菜が並びます。 

▲作品の発表をする受賞者 
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の 

            

■
小
山
古
墳 

 

　
小
山
古
墳
は
赤
磐
市
の
南
部
、

穂
崎
に
所
在
し
ま
す
。 

　
岩
田
か
ら
市
道
を
南
に
向
か
い

穂
崎
の
集
落
に
さ
し
か
か
る
と
道

の
東
側
に
小
さ
な
山
が
見
え
ま
す
。

こ
れ
が
小
山
古
墳
で
す
。
古
墳
の

ほ
ぼ
全
体
が
お
稲
荷
さ
ん
の
社
地

と
な
っ
て
お
り
、遠
く
か
ら
赤
い
鳥

居
が
見
え
ま
す
。 

　
両
宮
山
古
墳
よ
り
も
少
し
後
、

五
世
紀
の
終
わ
り
ご
ろ
に
築
か
れ

た
前
方
後
円
墳
で
す
。
両
宮
山
よ

り
は
小
さ
い
も
の
の
、墳
丘
の
長
さ

五
十
四
　
、後
円
部
が
直
径
三
十

六
　
と
い
う
規
模
で
、一
人
の
た
め

に
造
ら
れ
た
お
墓
と
し
て
見
れ
ば
、

た
い
そ
う
大
き
な
も
の
で
す
。
古

墳
の
上
に
立
つ
と
、円
く
高
い
後
円

部
と
、台
形
で
低
い
前
方
部
が
よ

く
わ
か
り
ま
す
。
古
墳
の
周
囲
は

田
や
畑
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、も
と

は
濠
が
と
り
ま
い
て
い
た
と
み
ら

れ
ま
す
。 

　
こ
の
古
墳
の
名
を
著
名
な
も
の

と
し
て
い
る
の
は
後
円
部
上
の
社

殿
の
裏
に
あ
る
家
形
石
棺
で
す
。

い
く
つ
か
の
破
片
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、身
と
蓋
を
そ
れ
ぞ
れ
一
石
か

ら
彫
り
だ
し
た
も
の
で
、円
い
突
起

は
運
搬
の
際
に
縄
を
か
け
る
た
め

の
部
分
で
す
。
灰
色
を
し
て
い
ま

す
が
、か
つ
て
九
州
阿
蘇
山
が
大

爆
発
し
た
際
の
火
砕
流
が
固
ま
っ

て
で
き
た
凝
灰
岩
が
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。熊
本
県
北
部
で
製
作
さ
れ
、

直
線
距
離
に
し
て
四
〇
〇
　
、重

量
が
あ
る
た
め
有
明
海
〜
玄
界
灘

〜
瀬
戸
内
海
と
海
上
を
運
ば
れ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
九
州
で
製
作
さ
れ
近
畿
、中
国

地
方
に
運
ば
れ
た
石
棺
は
全
国
で

二
十
四
例
、岡
山
県
下
に
三
例
が

知
ら
れ
、小
山
古
墳
の
石
棺
は
そ

の
一
つ
で
、五
世
紀
の
物
流
を
示
す

資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
古
墳
の
斜
面
に
は
円
筒
埴

輪
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
平

成
十
八
年
春
に
小
規
模
な
調
査

を
行
い
ま
し
た
が
、直
径
三
十
　

の
埴
輪
が
連
続
し
て
並
べ
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
緑
の
小
山
で
す
が
、築
造

時
に
は
斜
面
に
石
を
葺
き
、埴
輪

を
立
て
並
べ
、両
宮
山
古
墳
に
続

く
こ
の
地
の
豪
族
の
権
威
を
表
し

て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
） 

平成19年2月1日 

あかいわ 
広報 

ふ
た 

ふ 

ほ
り 

か  

さ 

い
り
ゅ
う 

ぎ
ょ
う 

か
い  

が
ん 

▲石棺 ▲埴輪列 

▲小山古墳全景 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

キ
　 

　
ロ 

セ
ン 

チ 

環境に配慮した大豆油インキと再生紙を使用して
作られています。 

「成人おめでとう！」 
　赤磐市の成人が一堂に集まりました。 
　夢と希望そして可能性を抱き赤磐市内で頑張っている人、
県外に進学した人などそれぞれの現在の環境は十人十色。 
　近い将来赤磐市を背負って立つ人材になっていただけるこ
とを期待しています。（関連記事は６～７ページ） 
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